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１階 

　まず入口を入って目に入るのが巨大な大型スクリーンです。こ
のスクリーンには当日の各部屋の使用状況や、周辺で行われる
イベント情報などが表示されています。 

　玄関ホールから見える大きなガラスに囲まれた部屋はコミュニティー
サロン。小高い丘に建てられた施設ならではの景色を眺めながら、
ミーティングやコミュニケーションの場として利用できます。またこ
こにはグランドピアノが１台置かれ、自由に演奏をできる環境も整っ
ています。 

100インチの大型スクリーン 

性別、年齢を越えた交流の場 

玄関ホール 

コミュニティーサロン・談話コーナー 

【利用時間】 
　火曜日～土曜日　9：00～17：00 
　＊日・月曜日は休み 

　玄関ホールから子どもの声が聞こえてきます。ここでは子育て
支援センターの機能も兼ね備え、子育ての悩み相談や、家族と
子どもたちとの遊びの支援などを行っています。 
　同じ悩みをもつ保護者の方たちが集うことで、情報を共有でき
改善にも役立っています。 

床暖房が入り子どもも安心 

子育て支援センター「リトルガーデン」 

美しい景色を眺めながら 

営業時間●10：00～16：00

　コミュニティーサロン内にある喫茶店です。すばらしい景色を
眺めながら、憩いのひとときが過ごせます。ここではコーヒーや、
紅茶、ジュースなどのメニューがありますのでぜひ来られた際には
ご利用ください。 

喫茶「おわしす」 
（和） 
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2階 

3階 　壁には大型の鏡が設置され、ダ
ンスや舞踊、コーラスなどの練習に
利用できます。 

２００インチのスクリーン 

ステージ発表の練習ができます 

学習室１ 

　部屋間に可動式の間仕切りを設け、学習室2・3を
ひとつの部屋としても利用できます。また備えてある
机には杉の間伐材を利用し、環境にも配慮しています。 

学習室2・3

　約200人が利用できる大きな部屋です。この部屋には200イン
チのスクリーンがあり、映画会や発表会なども行えます。また音響
や映像、照明設備の操作が簡単に行えるようにタッチパネル式と
なっています。 
　この部屋も3つに分割でき、様々な内容での利用が可能です。 

研修室 

天体観測室 

　この部屋には、ドラムセットやギターアンプ、ミキサーなどの
音響設備が備えられており、歌やバンドの練習などに利用で
きます。 

防音の部屋で練習できます。 

活動室4（スタジオ） 

　この部屋にも可動式の間仕切りを設け、部屋を仕切れば最大
6つの部屋に分割することができ、様々なサークル活動に利用で
きます。 

活動室5・6・7は午後10時以降の閉館後も利用できます。ただし戸
締りや、鍵の返却は利用される方（団体）で自主管理をお願いします。 
詳しくはお問い合わせください。 

内容に応じて様々な利用ができます。 

活動室5・6・7

可動式の間仕切りを取り除けば１つの広い部屋になります。 

関西でも屈指の望遠鏡 

6月～7月に見える天体って？ 

今後の天体観望室を使っての活動は？ 

　主望遠鏡は、口径254ｍｍの屈折望遠鏡です。その他
に口径100ｍｍの屈折望遠鏡、口径80ｍｍの屈折望遠鏡
があります。この主望遠鏡では、人間の目で集められる
光の1300倍の光を集める（集光力）ことができます。望
遠鏡の基本性能は、この集光力に代表される“いかに多
くの光を集めるか”で決まります。 
　かふか生涯学習館の主望遠鏡は、直径254ｍｍのレン
ズを持ち、その性能・大きさは関西でも屈指の、最近では
国内でもめずらしい望遠鏡です。この望遠鏡で見える最
も暗い星は、肉眼ではまったく見ることができない13．8
等星で、たとえば非常に接近した2つの星（2重星）を分
離して見ることができます。 
　口径100ｍｍの屈折望遠鏡は、太陽観察を専門に行え
る装置が付属しており、夜間だけではなく昼間の太陽観
察ができ、太陽黒点を直接眼で見ることができます。これ
らの望遠鏡はコンピューターによる制御方式で、モニター
に表示される星図から目的の星を指示すると、望遠鏡が
自動的に動いて天体を導入することができます。この時ドー
ムも望遠鏡に連動して動き、常にスリット（ドームに開い
た窓）から星空を見ることができます。 
　また、ビデオカメラを接続することができるので、1階の
プロジェクタースクリーンや2階研修室のスクリーンにリ
アルタイムで太陽や星の映像を映すことができます。また、
デジタルカメラやカメラ付き携帯で、望遠鏡で見えている
月や惑星の撮影が可能です。 

　6月、7月ともに中旬頃に、月が見やすくなります。拡大
してみると月のクレーターをくっきりと観察することがで
きます。特に欠けぎわは月の地形がよく分かり、月の山の
長く伸びた影も見ることができます。望遠鏡での月の観
察には満月は適しません。あまりにも明るすぎて、目が痛
くなります。観察に適した月は、三日月から半月くらいが
よい状態です。 
　また、木星が見ごろとなります。木星は太陽系最大の
ガスでできた惑星で、直径は地球の11倍もあります。ガ
リレオが発見した4つの衛星もきれいに見えます。木星
は10時間足らずの猛スピードで自転しており、赤道に沿っ
て強風が吹き荒れています。このため望遠鏡で見ると、
いくつもの横縞模様が見えます。また、横縞模様以外に
大赤斑と呼ばれる赤い楕円形の斑点を見ることもでき
ます。 

　現在の活動は、月2回（第2、第4土曜日）の定期観望
会です。当面はこの活動を継続していきますが、将来は
観望会の毎週開催や、学術的な観測が行えるようにし
たいと思っています。そのためにも観望会を運営するス
タッフを更に募集したいと考えています。 
　また、5月から小学校高学年以上を対象とした『かふ
か子ども天文クラブ』を立ち上げました。23名の参加申
し込みがあり、月1回のクラブ活動で子どもたちの科学
や宇宙に関する興味や取り組みを支援したいと考えて
います。 
　さらに、天体写真に興味をお持ちの方々を対象とした
天体撮影クラブ等についても計画中です。 

天体観測室では 
どのようなことができるの？ 

かふか生涯学習館 特集 

＊利用される方（団体）は事前に登録が必要になりますので 
　詳しくはお問い合わせください。 
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こんな大きな望遠鏡で星空を見られます。 

参加者に人気のあった地震体験車 

ハープを実際に演奏する参加者 

リトルひろばでの手作り 
こいのぼりの様子 

お母さんのための勉強会 

　定期観望会は初めにその月の天文現象の紹介を行い、その後3階の観測室
で望遠鏡による天体観察を行っています。観望会へは子どもたちの参加が多く、
ビデオや写真などを使って分かりやすいお話を心がけています。当館の望遠鏡は、
惑星を観察するのに適した望遠鏡で、初めて土星や木星を見た方 は々口々に“す
ごい”、“美しい”と歓声を上げておられます。観測室の外は観望テラスになって
いて、実際の夜空を見て明るく輝く星や星座についてスタッフがお話をすると、「あぁ、
あれがベガか」とか「あれが夏の大三角か」などと話が弾んでいます。また、望遠
鏡の購入相談等もあり、観望以外にも宇宙や天文に関する話題で盛り上がるこ
ともあります。 

観望会に参加された方の反響は？ 
　“鹿深夢の森”は、他にも“甲賀創健館”や“甲賀図書
情報館”、“四季彩館”、“甲賀観光センター”などがある複
合型施設となっています。また、芝生広場には“忍者の砦”
と名付けられた総合遊具も整備されており、休日には県内外
からも多くの家族連れが訪れています。 
　今後は、こうした複合型施設としての特性を生かし、共同で
イベントを開催するなど、より多くの方々に楽しみながら学んで
いただけるような事業を展開していくとともに、市内各公民館
など他の生涯学習施設との連携を図りながら、生涯学習のま
ちづくりに向けた活動を展開していきたいと考えていますので、
ぜひ、皆さんのご意見をお聞かせください。 

周辺施設との連携 
　甲賀子育て支援センター《リトルガーデン》がオープン
して1年が経ちました。お母さんとお子さんで遊ばれたり、
おばあちゃん・おじいちゃんがお孫さんを連れて来ていた
だいたり、またお父さんとお子さんでいっしょに絵本を読ん
だり、ブロックや線路を組み立てて汽車ごっこを楽しんだり
と、自由にセンターの空間をご利用いただいています。時
には、親戚同士で来られたり、ご家族や友人同士のグルー
プで来られとても賑やかです。 
　“子育て”は不安ばかりですね。また、一人で背負い
込むと大変です。「私が！」「自分でないと！」と思い込んだ
り、肩肘を張ったりすることで子どもにがんじがらめに縛ら
れ悩んでしまうことも出てきます。「ちょっと心配だな・・・」「こ
んなことはどうかな？」など子育てに関するいろいろな不安・
悩みをご相談ください。みんなで子育てを楽しみましょう！ 
子どもは家庭で育つものですが、子ども同士で、また地域
でも育つものです。結婚して来られた方・ご主人の転勤
で来られた方・心機一転再出発された方等様々な方がい
ろいろな思いで子育てをされています。いろんな方の意見
を聞いたり、仲間を作っていろいろな体験活動に参加し
てみてはいいかがでしょうか？ 
　甲賀子育て支援センター《リトルガーデン》は火曜日
～土曜日の午前9時から午後5時まで開館しています。
主な事業は、火曜日午前中の町内の方対象の「リトルひ
ろば」や地域の公民館等に出向いての「おでかけリトル
ひろば」でいろいろな遊びの提供をしています。また、ツイ
ンズ・キッズ（毎月最終水曜日）で市内対象に双子の子
どもさんを持つ方の情報交換の場や、ひよこサロン（毎
週金曜日・0～1歳児対象）では、お母さんのための勉強
会もしています。 
　さまざまな子育て支援や相談、また子育て情報の発信
を各支援センターや関係機関と連携をとりながら充実さ
せていきたいと考えていますので、皆さんからのご意見・
情報をお待ちしています。 

子育て支援センターの活動 

鹿深夢の森・星空作戦を展開 

「まなび・たいけんフェスタ2005ｉｎかふか」開催！ 

　鹿深夢の森周辺にはたくさんの施設があり、常時人々で
賑わっています。生涯学習館では夜間もサークル活動が活
発で、周辺の駐車場は多くの車が出入りしています。このため、
生涯学習館周辺は街灯が多く、空が明るいため天文活動を
行うには残念ながらよい環境ではありません。ただし、生涯学
習館の望遠鏡が性能を発揮できる惑星観察には、大きな影
響を及ぼさず特に支障はありませんのでご心配なく。しかし、
観望テラスへ出ると街灯の光が直接眼に入るため、星空が
見にくくなります。今後、写真撮影等を行う計画がありますが、
夜空が人工照明で明るいと十分な露出がかけられず、品質

のよい写真が撮れません。 
　そこで、この人工照明が夜空に広がらないような対策を要
望する一環として夜空を暗くするために各方面へ訴えていき
たいと考えています。キャッチフレーズは、“鹿深夢の森・星
空作戦”と銘打って、周辺の照明器具に上方へ光が出ない
器具への変更、または、既存の街灯に笠をかぶせて同じく上
方へ光が出ない星空環境を作ってはどうかと考えています。 
　今後鹿深夢の森周辺の人工照明が、すべて空に光が出
ない状態になれば広い芝生広場で寝転がって星空を楽しむ
ことも可能になるでしょう。 

　3月27日（日）、当館を主会場に『まなび・たいけんフェスタ
2005ｉｎかふか』が開催されました。このフェスタは、当館に利
用登録されている団体やサークルの日頃の学習や活動の
成果を発表し、互いの交流を図る場とすることを目的としたも
のですが、昨年5月に開館した当館では初めての開催となり
ました。当日は、天候にも恵まれ、市内外から500名を超える
多くの方にご来場いただき、各団体やサークルによる作品展
示やステージ発表、さまざまな体験などを通じて新たな発見
や参加者同士の交流をしていただくことができました。中でも、
地震と同じ揺れを人工的に発生させることができる「地震体
験車」は、近いうちに南海・東南海地震が高い確率で発生し、
近畿地方にも甚大な被害を及ぼすことが予想されている中、
昨年暮れから新潟や福岡、インドネシアなど国内外で大地震
が頻発していることもあり、参加者の関心は非常に高く、多く
の方が“震度7”の揺れを体験されるとともに、大地震に備
えての心構えなどを熱心に学ばれていました。 
　また、災害時などに用いる非常用食料のアルファ米を試
食された方からは、その意外なおいしさや水だけでも調理でき
るということなどに驚きの声が上がっていました。 
　午後に行われたミニコンサートは、第1部がハープ、第2部
がクラリネットと卓上楽器によるアニメ主題歌やクラシック音
楽などの演奏で、子どもたちが音楽に合わせて歌ったり踊っ
たりしている姿も見られ、終始和やかな雰囲気の中で行われ
ました。それぞれの演奏終了後には楽器の演奏体験もあり、

特に第2部では、参加者が“しゃもじ”や“おたま”など身近
にある音の出る小物を使ってプロの奏者とセッションをすると
いうちょっと変わった体験も行われました。 
　今後も、より多くの方に「生涯を通じて楽しく学んでいただ
く」ためのきっかけとなるようなフェスタを、皆さんとともにアイ
デアを出し合いながら開催していきたいと考えていますので、
ご協力をお願いします。 
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こんな大きな望遠鏡で星空を見られます。 

参加者に人気のあった地震体験車 

ハープを実際に演奏する参加者 

リトルひろばでの手作り 
こいのぼりの様子 

お母さんのための勉強会 

　定期観望会は初めにその月の天文現象の紹介を行い、その後3階の観測室
で望遠鏡による天体観察を行っています。観望会へは子どもたちの参加が多く、
ビデオや写真などを使って分かりやすいお話を心がけています。当館の望遠鏡は、
惑星を観察するのに適した望遠鏡で、初めて土星や木星を見た方 は々口々に“す
ごい”、“美しい”と歓声を上げておられます。観測室の外は観望テラスになって
いて、実際の夜空を見て明るく輝く星や星座についてスタッフがお話をすると、「あぁ、
あれがベガか」とか「あれが夏の大三角か」などと話が弾んでいます。また、望遠
鏡の購入相談等もあり、観望以外にも宇宙や天文に関する話題で盛り上がるこ
ともあります。 

観望会に参加された方の反響は？ 
　“鹿深夢の森”は、他にも“甲賀創健館”や“甲賀図書
情報館”、“四季彩館”、“甲賀観光センター”などがある複
合型施設となっています。また、芝生広場には“忍者の砦”
と名付けられた総合遊具も整備されており、休日には県内外
からも多くの家族連れが訪れています。 
　今後は、こうした複合型施設としての特性を生かし、共同で
イベントを開催するなど、より多くの方々に楽しみながら学んで
いただけるような事業を展開していくとともに、市内各公民館
など他の生涯学習施設との連携を図りながら、生涯学習のま
ちづくりに向けた活動を展開していきたいと考えていますので、
ぜひ、皆さんのご意見をお聞かせください。 

周辺施設との連携 
　甲賀子育て支援センター《リトルガーデン》がオープン
して1年が経ちました。お母さんとお子さんで遊ばれたり、
おばあちゃん・おじいちゃんがお孫さんを連れて来ていた
だいたり、またお父さんとお子さんでいっしょに絵本を読ん
だり、ブロックや線路を組み立てて汽車ごっこを楽しんだり
と、自由にセンターの空間をご利用いただいています。時
には、親戚同士で来られたり、ご家族や友人同士のグルー
プで来られとても賑やかです。 
　“子育て”は不安ばかりですね。また、一人で背負い
込むと大変です。「私が！」「自分でないと！」と思い込んだ
り、肩肘を張ったりすることで子どもにがんじがらめに縛ら
れ悩んでしまうことも出てきます。「ちょっと心配だな・・・」「こ
んなことはどうかな？」など子育てに関するいろいろな不安・
悩みをご相談ください。みんなで子育てを楽しみましょう！ 
子どもは家庭で育つものですが、子ども同士で、また地域
でも育つものです。結婚して来られた方・ご主人の転勤
で来られた方・心機一転再出発された方等様々な方がい
ろいろな思いで子育てをされています。いろんな方の意見
を聞いたり、仲間を作っていろいろな体験活動に参加し
てみてはいいかがでしょうか？ 
　甲賀子育て支援センター《リトルガーデン》は火曜日
～土曜日の午前9時から午後5時まで開館しています。
主な事業は、火曜日午前中の町内の方対象の「リトルひ
ろば」や地域の公民館等に出向いての「おでかけリトル
ひろば」でいろいろな遊びの提供をしています。また、ツイ
ンズ・キッズ（毎月最終水曜日）で市内対象に双子の子
どもさんを持つ方の情報交換の場や、ひよこサロン（毎
週金曜日・0～1歳児対象）では、お母さんのための勉強
会もしています。 
　さまざまな子育て支援や相談、また子育て情報の発信
を各支援センターや関係機関と連携をとりながら充実さ
せていきたいと考えていますので、皆さんからのご意見・
情報をお待ちしています。 

子育て支援センターの活動 

鹿深夢の森・星空作戦を展開 

「まなび・たいけんフェスタ2005ｉｎかふか」開催！ 

　鹿深夢の森周辺にはたくさんの施設があり、常時人々で
賑わっています。生涯学習館では夜間もサークル活動が活
発で、周辺の駐車場は多くの車が出入りしています。このため、
生涯学習館周辺は街灯が多く、空が明るいため天文活動を
行うには残念ながらよい環境ではありません。ただし、生涯学
習館の望遠鏡が性能を発揮できる惑星観察には、大きな影
響を及ぼさず特に支障はありませんのでご心配なく。しかし、
観望テラスへ出ると街灯の光が直接眼に入るため、星空が
見にくくなります。今後、写真撮影等を行う計画がありますが、
夜空が人工照明で明るいと十分な露出がかけられず、品質

のよい写真が撮れません。 
　そこで、この人工照明が夜空に広がらないような対策を要
望する一環として夜空を暗くするために各方面へ訴えていき
たいと考えています。キャッチフレーズは、“鹿深夢の森・星
空作戦”と銘打って、周辺の照明器具に上方へ光が出ない
器具への変更、または、既存の街灯に笠をかぶせて同じく上
方へ光が出ない星空環境を作ってはどうかと考えています。 
　今後鹿深夢の森周辺の人工照明が、すべて空に光が出
ない状態になれば広い芝生広場で寝転がって星空を楽しむ
ことも可能になるでしょう。 

　3月27日（日）、当館を主会場に『まなび・たいけんフェスタ
2005ｉｎかふか』が開催されました。このフェスタは、当館に利
用登録されている団体やサークルの日頃の学習や活動の
成果を発表し、互いの交流を図る場とすることを目的としたも
のですが、昨年5月に開館した当館では初めての開催となり
ました。当日は、天候にも恵まれ、市内外から500名を超える
多くの方にご来場いただき、各団体やサークルによる作品展
示やステージ発表、さまざまな体験などを通じて新たな発見
や参加者同士の交流をしていただくことができました。中でも、
地震と同じ揺れを人工的に発生させることができる「地震体
験車」は、近いうちに南海・東南海地震が高い確率で発生し、
近畿地方にも甚大な被害を及ぼすことが予想されている中、
昨年暮れから新潟や福岡、インドネシアなど国内外で大地震
が頻発していることもあり、参加者の関心は非常に高く、多く
の方が“震度7”の揺れを体験されるとともに、大地震に備
えての心構えなどを熱心に学ばれていました。 
　また、災害時などに用いる非常用食料のアルファ米を試
食された方からは、その意外なおいしさや水だけでも調理でき
るということなどに驚きの声が上がっていました。 
　午後に行われたミニコンサートは、第1部がハープ、第2部
がクラリネットと卓上楽器によるアニメ主題歌やクラシック音
楽などの演奏で、子どもたちが音楽に合わせて歌ったり踊っ
たりしている姿も見られ、終始和やかな雰囲気の中で行われ
ました。それぞれの演奏終了後には楽器の演奏体験もあり、

特に第2部では、参加者が“しゃもじ”や“おたま”など身近
にある音の出る小物を使ってプロの奏者とセッションをすると
いうちょっと変わった体験も行われました。 
　今後も、より多くの方に「生涯を通じて楽しく学んでいただ
く」ためのきっかけとなるようなフェスタを、皆さんとともにアイ
デアを出し合いながら開催していきたいと考えていますので、
ご協力をお願いします。 
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す
が
、収
入
額
よ
り
支
出
額
が

大
き
い
会
計
が
あ
り
ま
す
よ
ね
、こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
。 

達
　
人
　
さ
っ
き
も
い
っ
た
よ
う
に
収

入
と
支
出
の
時
期
は
必
ず
し
も
同

じ
じ
ゃ
な
い
か
ら
、こ
う
い
っ
た
場
合

は「
一
時
借
入
金
」と
い
っ
て
た
ち
ま

ち
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
お
金

を
借
り
て
支
払
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。こ

の
借
り
た
お
金
は
最
終
的
に
入
っ
て

く
る
お
金
で
返
済
で
き
る
ん
だ
よ
。

こ
れ
は
事
業
を
円
滑
に
執
行
す
る

上
で
や
む
を
得
な
い
も
の
な
ん
だ
よ
。 

た
ー
ち
ゃ
ん
　
こ
の
や
り
く
り
っ
て
家
の

台
所
事
情
に
似
て
ま
す
よ
ね
。こ
れ

も
予
算
と
同
じ
ぐ
ら
い
大
事
な
も
の

な
ん
で
す
ね
。達
人
今
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。 

達
　
人
　
今
度
は
秋
に
会
え
る
の
か
な
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。 

　
地
方
自
治
法
第
2
4
3
条
の
3
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、平

成
16
年
10
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
の
甲
賀
市
予
算
の
歳
入

歳
出
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
・・・
先
月
号
に
引
き
続
き
ま
た
ま
た
堅
い
文
章
で
始
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
歳
入
歳
出
の
状
況
は
、市
の
会
計
が
予
算
に
基
づ

き
ど
の
よ
う
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
、ち
ょ
う
ど
家
で
い
う
と
家
計
簿
の
よ
う
な
も
の
な
ん
で
す
。
 

　
そ
れ
で
は
市
の
家
計
簿
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
回
も

達
人
を
お
呼
び
し
、説
明
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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●一般会計　歳入歳出予算総額　245億3，966万円 

【歳出】172億4，819万円 3月31日までに使われたお金 

【歳入】166億2，297万円 3月31日までに入ってきたお金 

地
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与
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各
種
交
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地
方
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付
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分
担
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及
び
負
担
金 

使
用
料 

及
び
手
数
料 

国
庫
支
出
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県
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諸
収
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【
問
い
合
わ
せ
】 

財
政
課
　
財
政
係
 

　
1
　
6
5
＿
0
6
7
6
 

F
A
X
6
3
＿
4
5
6
1

予算額 
支出額 

予算額 
収入額 

●特別会計及び公営企業会計 

鉄道施設整備基金特別会計 

歳入歳出予算総額　8，020万円 

農業集落排水事業特別会計 

歳入歳出予算総額　4億4，908万円 

国民健康保険特別会計 

歳入歳出予算総額　41億1，391万円 

国民健康保険診療所特別会計 

歳入歳出予算総額　1，699万円 

土地取得事業特別会計 

歳入歳出予算総額　3，615万円 

老人保健医療特別会計 

歳入歳出予算総額　51億1，035万円 

病院事業会計 

歳入予算総額　11億5，350万円 
歳出予算総額　12億2，428万円 

野洲川基幹水利施設管理事業特別会計 

歳入歳出予算総額　2，644万円 

介護保険特別会計 

歳入歳出予算総額　22億6，132万円 

水道事業会計 

歳入予算総額　25億2,896万円 
歳出予算総額　25億8,899万円 

分譲住宅団地建設事業特別会計 

歳入歳出予算総額　2，778万円 

公共下水道事業特別会計 

歳入歳出予算総額　54億3，191万円 

鉄道経営安定対策基金特別会計 

歳入歳出予算総額　627万円 

（万円） 

（万円） 

22億7,932万円 
12億610万円 

4億2,841万円 3億5,026万円 

36億8,300万円 36億6,372万円 

42億5,679万円 43億4,122万円 

19億290万円 18億156万円 2,778万円 2,766万円 

1,060万円 1,060万円 

3,583万円 3,583万円 1,434万円 1,100万円 

188万円 

623万円 

188万円 

29万円 

凡　例 

収入額 

収入予定額 

支出額 

支出予定額 

※右側が「収入額」 
　左側が「支出額」です。 

23億2,564万円 22億7,389万円 

9億4,304万円 10億9,497万円 
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登
場
人
物
の
紹
介
 

予
算
の
達
人
 

広
報
担
当
 

　
　
た
ー
ち
ゃ
ん
 

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、 

2
か
月
連
続
で
の
登
場
で
す
。 

先
月
の
取
材
で
財
政
に
も
 

興
味
が
出
て
き
ま
し
た
。 

平
成
16
年
度 

市
財
政
執
行
状
況 

た
ー
ち
ゃ
ん
　
こ
ん
な
に
早
く
お
出
会

い
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
平
成
16
年
度
甲
賀
市
の
予

算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
確
認
し
た
い

ん
で
す
け
ど
、16
年
度
の
甲
賀
市
の

予
算
は
当
然
10
月
1
日
以
降
の
も

の
で
し
た
よ
ね
。 

達
　
人
　
う
ん
、普
通
は
4
月
1
日
か

ら
の
1
年
間
の
予
算
な
ん
だ
け
れ
ど

も
、16
年
度
は
旧
5
町
の
予
算
を
基

に
10
月
1
日
以
降
に
収
入
、支
出
さ

れ
る
見
込
み
の
も
の
が
計
上
さ
れ
て

い
る
ん
だ
。 

た
ー
ち
ゃ
ん
　
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
る

と
予
算
額
と
収
入
支
出
額
に
差
が

あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。こ
れ
っ

て
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。 

達
　
人
　
少
し
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う

け
ど
国
や
県
の
制
度
や
事
業
の
性
格

上
、年
度
末
の
4
、5
月
に
ド
ー
ン
と

お
金
が
入
っ
て
く
る
も
の
や
、支
払
い

が
出
て
く
る
も
の
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。

だ
か
ら
最
終
的
に
は
ほ
ぼ
予
算
額
に

近
い
数
字
に
な
る
ん
だ
よ
。 

た
ー
ち
ゃ
ん
　
そ
れ
と
少
し
気
に
な
る

ん
で
す
が
、収
入
額
よ
り
支
出
額
が

大
き
い
会
計
が
あ
り
ま
す
よ
ね
、こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
。 

達
　
人
　
さ
っ
き
も
い
っ
た
よ
う
に
収

入
と
支
出
の
時
期
は
必
ず
し
も
同

じ
じ
ゃ
な
い
か
ら
、こ
う
い
っ
た
場
合

は「
一
時
借
入
金
」と
い
っ
て
た
ち
ま

ち
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
お
金

を
借
り
て
支
払
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。こ

の
借
り
た
お
金
は
最
終
的
に
入
っ
て

く
る
お
金
で
返
済
で
き
る
ん
だ
よ
。

こ
れ
は
事
業
を
円
滑
に
執
行
す
る

上
で
や
む
を
得
な
い
も
の
な
ん
だ
よ
。 

た
ー
ち
ゃ
ん
　
こ
の
や
り
く
り
っ
て
家
の

台
所
事
情
に
似
て
ま
す
よ
ね
。こ
れ

も
予
算
と
同
じ
ぐ
ら
い
大
事
な
も
の

な
ん
で
す
ね
。達
人
今
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。 

達
　
人
　
今
度
は
秋
に
会
え
る
の
か
な
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。 

　
地
方
自
治
法
第
2
4
3
条
の
3
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、平

成
16
年
10
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
の
甲
賀
市
予
算
の
歳
入

歳
出
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
・・・
先
月
号
に
引
き
続
き
ま
た
ま
た
堅
い
文
章
で
始
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
歳
入
歳
出
の
状
況
は
、市
の
会
計
が
予
算
に
基
づ

き
ど
の
よ
う
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
、ち
ょ
う
ど
家
で
い
う
と
家
計
簿
の
よ
う
な
も
の
な
ん
で
す
。
 

　
そ
れ
で
は
市
の
家
計
簿
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
回
も

達
人
を
お
呼
び
し
、説
明
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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●一般会計　歳入歳出予算総額　245億3，966万円 

【歳出】172億4，819万円 3月31日までに使われたお金 

【歳入】166億2，297万円 3月31日までに入ってきたお金 

地
方
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与
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各
種
交
付
金 

地
方
交
付
税 

分
担
金 

及
び
負
担
金 

使
用
料 

及
び
手
数
料 

国
庫
支
出
金 

県
支
出
金 

繰
入
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収
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地
方
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の
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【
問
い
合
わ
せ
】 

財
政
課
　
財
政
係
 

　
1
　
6
5
＿
0
6
7
6
 

F
A
X
6
3
＿
4
5
6
1

予算額 
支出額 

予算額 
収入額 

●特別会計及び公営企業会計 

鉄道施設整備基金特別会計 

歳入歳出予算総額　8，020万円 

農業集落排水事業特別会計 

歳入歳出予算総額　4億4，908万円 

国民健康保険特別会計 

歳入歳出予算総額　41億1，391万円 

国民健康保険診療所特別会計 

歳入歳出予算総額　1，699万円 

土地取得事業特別会計 

歳入歳出予算総額　3，615万円 

老人保健医療特別会計 

歳入歳出予算総額　51億1，035万円 

病院事業会計 

歳入予算総額　11億5，350万円 
歳出予算総額　12億2，428万円 

野洲川基幹水利施設管理事業特別会計 

歳入歳出予算総額　2，644万円 

介護保険特別会計 

歳入歳出予算総額　22億6，132万円 

水道事業会計 

歳入予算総額　25億2,896万円 
歳出予算総額　25億8,899万円 

分譲住宅団地建設事業特別会計 

歳入歳出予算総額　2，778万円 

公共下水道事業特別会計 

歳入歳出予算総額　54億3，191万円 

鉄道経営安定対策基金特別会計 

歳入歳出予算総額　627万円 

（万円） 

（万円） 

22億7,932万円 
12億610万円 

4億2,841万円 3億5,026万円 

36億8,300万円 36億6,372万円 

42億5,679万円 43億4,122万円 

19億290万円 18億156万円 2,778万円 2,766万円 

1,060万円 1,060万円 

3,583万円 3,583万円 1,434万円 1,100万円 

188万円 

623万円 

188万円 

29万円 

凡　例 

収入額 

収入予定額 

支出額 

支出予定額 

※右側が「収入額」 
　左側が「支出額」です。 

23億2,564万円 22億7,389万円 

9億4,304万円 10億9,497万円 

広報こうか2005.6広報こうか 2005.69
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く
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」
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台
 

第
四
水
口
台
 

菅
谷
 

泉
 

酒
人
 

植
 

宇
田
 

北
脇
 

山
手
 

宮
前
 

大
法
寺
 

柏
貴
 

虫
生
野
 

貴
生
川
第
１
 

貴
生
川
第
２
 

貴
生
川
第
３
 

北
内
貴
 

宇
川
 

岩
坂
 

高
山
 

三
大
寺
 

か
ふ
か
の
丘
 

三
本
柳
 

牛
飼
 

杣
中
 

山
上
 

古
城
が
丘
南
 

城
内
 

城
山
 

本
丸
 

梅
の
木
 

警
察
官
舎
 

岡
の
郷
 

１
の
１
番
街
 

西
ヶ
瀬
 

区
・
自
治
会
名
 

区
長（
自
治
会
長
）名
 

水

口

地

域

 

会
　
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

会
　
長
 

副
会
長
 

副
会
長
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大
河
原
1
 

大
河
原
2
 

東
野
1
 

東
野
2
 

西
野
1
 

西
野
2
 

黒
滝
 

上
の
平
 

中
之
組
 

川
西
 

黒
川
市
場
 

猪
鼻
 

山
中
 

笹
路
 

山
女
原
 

南
東
 

南
中
 

南
西
 

北
東
 

北
芝
 

北
中
 

北
西
 

平
子
 

東
瀬
音
 

西
瀬
音
 

青
土
 

野
上
野
 

大
澤
 

頓
宮
 

前
野
 

市
場
 

徳
原
 

三
軒
家
 

片
山
 

今
宿
 

里
 

寺
前
 

新
里
 

布
引
 

末
田
 

緑
ヶ
丘
1
・
1
 

緑
ヶ
丘
1
・
2
 

緑
ヶ
丘
5
 

第
2
緑
ヶ
丘
 

区
・
自
治
会
名
 

区
長（
自
治
会
長
）名
 

平
成
１７
年
度
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
!!
 

土

山

地

域

 

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

　
み
ん
な
が
つ
く
る
「
住
み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
す
市
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、ご
活
躍
い
た
だ
く
区
長
・
自
治
会
代
表
者
の
方
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
） 

第
１
 

第
2
 

第
3
 

第
4
 

第
5
 

第
6
 

第
7
 

第
8
 

第
9
 

南
 

第
10
 

第
11
 

第
12
 

第
13
 

第
14
 

第
15
 

第
16
 

第
17
 

城
南
 

第
18
 

第
19
 

第
20
 

第
21
 

第
22
 

幸
が
平
 

林
口
 

名
坂
 

東
名
坂
 

名
坂
堂
山
 

朝
日
が
丘
 

古
城
が
丘
 

東
古
城
が
丘
 

古
城
が
丘
緑
 

松
尾
 

松
尾
団
地
 

水
口
松
尾
台
 

中
畑
 

新
城
 

城
が
丘
 

つ
つ
じ
が
丘
 

今
郷
 

嶬
峨
 

和
野
 

八
田
 

春
日
 

下
山
 

伴
中
山
 

山
 

広
野
台
東
 

広
野
台
西
 

桜
ヶ
丘
 

第
三
水
口
台
 

第
四
水
口
台
 

菅
谷
 

泉
 

酒
人
 

植
 

宇
田
 

北
脇
 

山
手
 

宮
前
 

大
法
寺
 

柏
貴
 

虫
生
野
 

貴
生
川
第
１
 

貴
生
川
第
２
 

貴
生
川
第
３
 

北
内
貴
 

宇
川
 

岩
坂
 

高
山
 

三
大
寺
 

か
ふ
か
の
丘
 

三
本
柳
 

牛
飼
 

杣
中
 

山
上
 

古
城
が
丘
南
 

城
内
 

城
山
 

本
丸
 

梅
の
木
 

警
察
官
舎
 

岡
の
郷
 

１
の
１
番
街
 

西
ヶ
瀬
 

区
・
自
治
会
名
 

区
長（
自
治
会
長
）名
 

水

口

地

域

 

会
　
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

会
　
長
 

副
会
長
 

副
会
長
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区
・
自
治
会
名
 

区
長（
自
治
会
長
）名
 

檪
野
 

神
 

大
原
上
田
 

大
久
保
 

大
原
中
 

拝
坂
 

鳥
居
野
 

相
模
 

大
原
市
場
 

高
野
 

油
日
 

上
野
 

鹿
深
台
 

田
堵
野
 

滝
 

毛
枚
 

和
田
 

高
嶺
 

五
反
田
 

小
佐
治
 

神
保
 

隠
岐
 

岩
室
 

寺
庄
 

葛
木
 

深
川
 

深
川
市
場
 

稗
谷
 

森
尻
 

宝
木
 

池
田
 

磯
尾
 

竜
法
師
 

野
尻
 

野
田
 

杉
谷
 

新
治
 

塩
野
 

市
原
 

柑
子
 

下
野
川
 

上
野
川
 

下
馬
杉
 

上
馬
杉
 

耕
心
 

ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス
 

希
望
ヶ
丘
 

希
望
ヶ
丘
本
町
 

長
野
 

神
山
 

江
田
 

田
代
 

畑
 

宮
町
 

黄
瀬
 

牧
 

勅
旨
 

丸
岡
 

西
 

柞
原
 

中
野
 

杉
山
 

し
が
ら
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
 

小
川
 

小
川
出
 

上
朝
宮
 

下
朝
宮
 

宮
尻
 

多
羅
尾
 

区
・
自
治
会
名
 

区
長（
自
治
会
長
）名
 

甲

賀

地

域

 

甲

南

地

域

 

区
・
自
治
会
名
 

区
長（
自
治
会
長
）名
 

信

楽

地

域

 

副
会
長
 

会
 
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

会
 
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

会
 
長
 

柑
子
 

第
21
 

前
野
 

神
保
 

畑
 

植
 

三
大
寺
 

東
野
１
 

滝
 

野
尻
 

希
望
ヶ
丘
 

杉
山
 

宮
町
 

相
模
 

北
東
 

（
甲
南
） 

（
水
口
） 

（
土
山
） 

（
甲
賀
） 

（
信
楽
） 

（
水
口
） 

（
水
口
） 

（
土
山
） 

（
甲
賀
） 

（
甲
南
） 

（
甲
南
） 

（
信
楽
） 

（
信
楽
） 

（
甲
賀
） 

（
土
山
） 

区
名
 

役
　
職
 

地
域
名
 

氏
　
　
名
 

平
成
17
年
度
 甲
賀
市
区
長
連
合
会
役
員
 

会
　
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

副
会
長
 

 理
　
事
 

理
　
事
 

理
　
事
 

理
　
事
 

理
　
事
 

理
　
事
 

理
　
事
 

理
　
事
 

副
会
長
 

（
会
計
担
当
） 

理
　
事
 

（
監
事
担
当
） 

理
　
事
 

（
監
事
担
当
） 
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○
ま
ち
美
化
活
動
と
は 

　
　
一
定
の
公
共
的
な
場
所（
行
政
が

管
理
す
る
道
路
・
公
園
等
）を
定
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
美
化
活
動
を
実
施

し
て
い
る
団
体
を
、市
が
支
援
す
る

も
の
で
、ま
ち
の
美
化
意
識
の
高
揚

を
図
る
制
度
で
す
。 

○
対
象
者
は 

　
　
5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
各
種
団

体
で
す
。 

○
活
動
内
容
は 

　
　
空
き
缶
な
ど
の
散
在
性
ご
み
の
収

集
、草
引
き
・
草
刈
り
、植
栽
・
剪
定
等

で
す
。 

○
活
動
範
囲
は 

　
　
身
近
な
道
路
や
公
園
等
の
公
共
的

な
場
所
で
年
4
回
以
上
美
化
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
区
・
自

治
会
の
清
掃
活
動
は
除
き
ま
す
。 

○
市
の
支
援
内
容
は 

　
　
火
ば
し
・ベ
ス
ト
の
貸
与
、ご
み
袋
・

花
の
種
・
苗
・
樹
木
チ
ッ
プ
・
生
ご
み
堆

肥
の
支
給
、保
険
加
入
、サ
イ
ン
ボ
ー

ド（
活
動
団
体
の
名
前
を
表
示
し
た

看
板
）の
設
置（
任
意
）、集
め
ら
れ
た

ご
み
の
回
収
等
で
す
。 

○
手
続
き
は 

　
　
申
込
書
を
提
出
後
、申
請
者
と
市

と
で
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

環
境
課
　
廃
棄
物
対
策
係
 

　
1
　
6
5
＿
0
6
9
1
 

F
A
X
6
3
＿
4
5
8
2

ＩＳＯこうか 
（家庭編） 
　テレビや新聞では地球環境問題が取り上げられていま
す。また、平成17年2月16日に地球温暖化を防ぐための
国際的な取り決めとして京都議定書が発効しました。地
球温暖化対策は人類の大きな課題となっていることは、
多くの方がご存知のことでしょう。 
　しかし、「このままではいけない、何かしなければ…」とわ
かっていても何をしたらよいのでしょうか? 
　…その疑問に答え、家庭でも取り組んでいただけるよう
『ＩＳＯこうか（家庭編）』認定制度を開始します。 

　一人でも多くの皆さんにご参加いただき、小さな取り組
みが大きな輪となっていくことを願っています。 
　『地球にやさしいひと・家庭・地域』をめざし、ぜひご参
加ください。 

家庭からはじめよう! 地球にやさしいくらし 

●応募方法 

●認定 

　各支所地域振興課備え付け又は甲賀市ホームペー
ジからダウンロードした応募用紙に記入し、環境課又
は各支所地域振興課へ提出していただくと、ＩＳＯこう
か（家庭編）の冊子をお渡しします。 

①井戸水の汚染を防止するため、設置場所や設備等に十
分注意し、井戸のふたに鍵をかけたり、その周辺に柵を
設けて関係者以外の人や動物が近づかないようにして
ください。 
②井戸やその周辺を定期的に点検・清掃し、常に清潔に保
つよう心がけてください。 
③透明なコップ等に水を汲み取り、水の色、味、臭いに異常
がないことを毎日確認してください。 

●取り組み方法 
①冊子の中の活動項目から取り組む項目を選んで3か
月間取り組みます。 
②毎週1回「取り組みチェック表」に結果を記入します。 
③3か月の取り組みの結果、認定基準点に達したら「取
り組みチェック表」を提出してください。 

　認定基準に達した家庭に、『認定証』と賞品をお渡
しします。 

私たちのまちは私たちできれいに！ 
　市では皆さんのまち美化活動を応援するための制度を制定しました。皆さんぜひご参加ください。 

申し
込み
 

受付
中！ 

【問い合わせ】 環境課エコライフ推進係 
165-0692  FAX 63-4582【問い合わせ】 水口保健所　163-6149 FAX 63-6142

井戸水を飲用されている方へ 
　井戸水は見た目はきれいでも水質検査をしてみると、水道
法に定められた水道水質基準を超えた物質が検出される場
合があります。また、不衛生な管理により井戸水が汚染される
ことがあります。 

安心して井戸水を飲むために、 
　　　　次のことに心がけてください。 

井戸の適正な管理を心がけましょう 

水質検査を受けましょう 

飲用には上水道をおすすめします 

①井戸水が飲用に適するかどうか確認するため、定期的（1
年以内ごとに1回）に水質検査を受けてください。 

②定期検査は、水道法で定められている水道水質基準50
項目のうち、10項目の検査により、水質の基本指標とな
る項目の確認を行います。この10項目の検査に適合し
た場合でも、絶対に安全な水という保証にはなりません。 
　井戸水の安全性を確認するため、他の39項目についても、
5年以内ごとに1回は検査を受けてください。 

　水質検査は、厚生労働大臣登録の検査機関（県内では5
機関）や県の試験検査機関で受けることができます。 
③日頃から井戸水の色や味、臭いに気をつけ、異常があれ
ば水質検査を必ず受けてください。 

④新たに井戸水を飲用される場合は、使用前に水道水質
基準に準じた50項目の水質検査を受けて、基準に適合
していることを確認してください。 

　市の水道は、いつでも安全な水を十分な量だけ給水でき
るよう管理されています。 
　安心して水を飲むために、今は水質の良い井戸であって
も、今後、汚染されるおそれもありますので、上水道に切り
替えられるようおすすめします。 
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～第１回 甲賀市総合計画策定審議会～ 

　
市
の
総
合
計
画
は
旧
町
の
合
併
協
議

会
に
よ
る
協
議
と
合
意
の
も
と
に
策
定

さ
れ
た「
新
市
建
設
計
画
」の
内
容
を
尊

重
し
つ
つ
、21
世
紀
を
迎
え
た
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
、よ
り
発
展
的
か
つ
具

体
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
策

定
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
審
議
会
は
識
見
を
有
す
る
1
号

委
員
と
市
民
か
ら
公
募
が
あ
っ
た
2
号
委

員
で
構
成
さ
れ
、第
1
回
の
会
議
で
は
市

長
か
ら
委
員
の
方
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。 

　
委
員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
市
民
の
方

と
職
員
が
一
緒
に
な
り
、一
か
ら
計
画
を

策
定
し
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で「
手
づ

く
り
の
計
画
」を
め
ざ
し
、平
成
18
年
度

ま
で
の
2
年
間
で
策
定
さ
れ
ま
す
。 

　
委
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

岩
田
　
銑
二
 

小
河
　
文
人
 

北
村
　
嘉
之
 

坂
本
　
正
幸
 

澤
田
ひ
ろ
子
 

中
村
八
重
子
 

中
本
　
欽
三
 

西
村
三
喜
枝
 

福
山
　
紀
一
 

藤
本
　
昭
和
 

     池
田
　
吉
希
 

糸
井
　
豊
美
 

大
西
　
治
久
 

大
野
麻
由
美
 

栢
木
　
隆
男
 

河
合
　
晋
作
 

武
市
　
智
子
 

辻
林
　
信
夫
 

野
口
　
恭
男
 

三
浦
　
浩
一
 

       
2
号
委
員
 

1
号
委
員
 

【問い合わせ】　企画政策課 165-0671  FAX 63-4554

中嶋市長から委属状の交付 

第1回総合計画策定審議会 

「
甲
賀
市
中
心
市
街
地
活
性
化 

基
本
計
画
策
定
委
員
会
」 

委
員
募
集 
 「

甲
賀
市
中
心
市
街
地
活
性
化 

基
本
計
画
策
定
委
員
会
」 

委
員
募
集 
 　

水
口
町
内
に
お
け
る
、中
心
市
街

地
の
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、甲
賀
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
を
皆
さ
ん
と

共
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
甲
賀
市
の
未
来
を
見
据
え
て
、積

極
的
に
参
画
い
た
だ
け
る
市
民
を

募
集
し
ま
す
。 

﹇
内
　
　
容
﹈ 

　
甲
賀
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
に
向
け
た
審
議
 

﹇
応
募
資
格
﹈ 

　
市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以

上（
平
成
17
年
6
月
1
日
現
在
）

の
方
。（
た
だ
し
、議
員
・
公
務
員

の
方
は
除
き
ま
す
） 

﹇
任
　
　
期
﹈ 

平
成
17
年
7
月
1
日
〜
 

平
成
18
年
3
月
31
日
 

﹇
募
集
人
員
﹈ 

　
5
名
 

﹇
応
募
方
法
﹈ 

　
応
募
用
紙（
商
工
観
光
課
、各

支
所
、公
民
館
、図
書
館
等
に
設

置
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロー
ド
で
き
ま
す
）と
小
論
文（
8
0
0

字
程
度
、A
4
サ
イ
ズ
横
書
き
ワ
ー

プ
ロ
可
）を
郵
送
、F
A
X
、E
メ
ー

ル
又
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
も
結
構
で
す
。 

小
論
文
の
テ
ー
マ
 

　
「
甲
賀
市
水
口
町
の
中
心
市

街
地
と
し
て
の
、ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
 

﹇
応

募

先
﹈ 

　
水
口
庁
舎
商
工
観
光
課
又
は
、

各
支
所
地
域
振
興
課
 

﹇
応
募
締
切
﹈ 

　
6
月
15
日（
水
）（
当
日
消
印
有
効
） 

﹇
選
考
方
法
﹈ 

　
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

書
類
審
査
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。 

﹇
選
考
結
果
﹈ 

　
結
果
に
つ
い
て
本
人
宛
に
通

知
し
ま
す
。な
お
、選
考
結
果
に

つ
い
て
は
公
開
し
ま
せ
ん
。 

﹇
そ
の
他
﹈ 

　
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
は

返
還
で
き
ま
せ
ん
。原
則
会
議
は
、

平
日
の
夜
間
に
開
催
し
ま
す
。 

［問い合わせ］ 
〒528-8502　甲賀市水口町水口6053 
産業経済部　商工観光課 
1 65-0707　FAX 63-4087 
E-mail　koka271000@city.koka.shiga.jp 
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

（株）エコパレット滋賀 

ニッタモールド（株） 

（有）新生物流 

（株）フルヤ梱包 

（株）住谷製作所 

ファナテック 

協和化工（株） 

岩谷化学工業（株） 

永大化工（株） 

（株）西浦工業 

（有）ユウテクノ 

進出企業名（敬称略・順不同） 

　市内の工業団地のなかで、今回は「甲南フロンティアパーク」
についてご紹介します。 
　甲南フロンティアパークは、産業集積活性化事業用地として
平成15年6月に分譲・賃貸が開始され、全33区画（企業用地
26.6ha）のうち、約4割の14区画、11社の立地が決定し、現在6
社が操業しています。 
　この団地は、主に基盤的技術産業など地域のものづくり企
業のための産業用地で、0．1haから3．1haまで多様な区画が揃っ
ており、いずれの区画でも分譲・賃貸の選択が可能です。 
　また、開通が待たれる第二名神高速道路（仮称）甲南インター
チェンジまでは約3ｋｍの距離にあり、交通アクセス面をはじめと
して今後さらに立地優位性が高まるものと期待されます。 
　市では、産業の振興と雇用機会の増大を図るため、優遇措
置として立地に伴う助成メニューや課税免除の制度を設けたり、

県など関係機関との連携による立地促進協議会を組織する
など、市の経済発展と地域活性化に向け優良企業の早期立
地に取り組んでいます。 
 

※右記画地割は計画上のものですので必要面積等については 
　別途お問い合わせください。 
※この土地利用区画図は変わる場合があります。 

1

7 9

8

11
5

6 10

3

2

4

親水公園 

公園 公園 

親水公園 

公園 

公園 

公園 緑地 

東海自然歩道 東海自然歩道 

B 
3.1ha

A 
2.4ha

D-2 
0.4ha

D-3 
0.3ha

D-3 
0.4ha

C-1-4 
0.2ha

C-1-2 
0.1ha

C-1-1 
0.1ha

C-1-5 
0.1ha

E-4-2 
0.2ha

D-2 
0.4ha

D-3 
0.3ha

D-3 
0.4ha

D-5 
0.8ha

D-6 
0.7ha

D-8 
0.9ha

D-7 
1.2ha

C-3 
1.0ha

C-2 
1.1ha

C-1-4 
0.2ha

C-1-2 
0.1ha

C-1-1 
0.1ha

C-1-5 
0.1ha

C-4 
1.2ha

F-1 
2.4ha

E-5 
1.6ha

甲南フロンティアパーク区画図 

～甲南フロンティアパーク～ 

【問い合わせ】　労政課 企業誘致担当　165－0709 FAX63－4087

【問い合わせ】　都市計画課　165－0721 FAX63－4601

市内の
工業団地

で

換
地
処
分
に
伴
う
 

　
　

地
名
地
番
の
変
更
 

換地処分とは・・ 
土地区画整理事業を終了させる
ための法的手続きです。 

　
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
、平
成
6
年
度
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
「
甲
賀
広
域
都
市
計
画
事
業
水
口
町
泉
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、平
成
17
年
6
月
24
日
に
換
地
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
に
伴
い
「
水
口
町
泉
の
一
部
」
と
「
水
口
町
北
脇
の
一
部
」
が

「
北
泉
一
丁
目
・二
丁
目
」
と
な
り
、事
業
区
域
内
の
住
所
が
変
更
さ

れ
ま
す
。 

北泉一丁目 

北泉二丁目 

北泉一丁目 

北泉二丁目 

国道一号線 

〜
水
口
町
泉
土
地
区
画
整
理
事
業
〜
 

【位置図】 

3km先 
第2名神 
甲南I.C. 
（仮称） 

13km先 
名阪国道 
壬生野I.C.

E-4-2 
0.2ha

済 
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現
在
、児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、6
月
中
に「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
届
出
は
、6
月
1
日
現
在
の

養
育
状
況
や
所
得
状
況
な
ど
を
確

認
し
、引
き
続
き
手
当
を
支
給
で
き

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。こ
の
届
出
を
し
な
い
と

6
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
、必
ず
6
月
中
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、公
務
員
・
団
体
職
員（
郵

政
公
社
・
独
立
行
政
法
人
を
除
く
）

の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
現
在
、児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
に
は
現
況
届
の
案
内
を

通
知
し
ま
す
が
、各
支
所
に
も
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

①
現
況
届
の
用
紙
 

②
年
金
加
入
証
明
書
 

 （
厚
生
年
金
等
加
入
者
の
み
） 

③
平
成
17
年
度
所
得
証
明
書
 

　（
児
童
手
当
用
） 

★
平
成
17
年
1
月
2
日
以
降
に

本
市
に
転
入
さ
れ
た
方
の
み
。 

★
平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
の
住

所
地
の
市
町
村
で
、発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。市
町
村
に
よ
っ

て
発
行
開
始
日
が
異
な
り
ま
す

の
で
、い
つ
か
ら
発
行
で
き
る
の
か
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
書
類
の

提
出
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

児
童
福
祉
課
　
児
童
福
祉
係
 

　
1
　
 
6
5
＿
0
7
0
5
 

F
A
X
　
6
5
＿
4
0
8
5

【
問
い
合
わ
せ
】 

市
民
生
活
課
 

　
1
　
 
6
5
＿
0
6
8
5
 

F
A
X
　
6
3
＿
4
5
8
2

現況届を忘れずに！！ 

届
出
に
必
要
な
も
の
 

行政相談
町の 

　
市
で
は
、総
務
大
臣
か
ら
、行
政

相
談
委
員
と
し
て
現
在
5
名
の
方

が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の
仕

事
や
道
路
公
団
な
ど
の
特
殊
法
人

の
業
務
な
ど
に
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
お
持
ち
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
。 

　
苦
情
や
要
望
が
あ
っ
て
も
、 

①
役
所
の
窓
口
ま
で
行
く
の
は
お
っ

く
う
だ
。
 

②
直
接
申
し
出
に
く
い
。
 

③
多
数
の
機
関
が
関
係
し
て
い
て

ど
こ
に
申
し
出
て
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
。
 

　
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、行
政
相
談

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
行
政
相
談
委
員
は
、皆
さ
ん
の
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
お
聴
き
し
、そ

の
解
決
や
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
そ
の
後

の
行
政
運
営
に
生
か
す
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。つ
ま
り
、行
政
相
談
委
員

は
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
の「
苦
情
救
済
」と「
公

聴
サ
ー
ビ
ス
」の
担
い
手
な
の
で
す
。 

　
相
談
は
、定
例
相
談
所
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。ま
た
、相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

行
政
相
談
委
員（
敬
称
略
） 

　
松
西
　
　
博
（
水
口
町
）
 

　
田
畑
啓
之
助
（
土
山
町
）
 

　
福
井
　
　
貢
（
甲
賀
町
）
 

　
望
月
　
一
重
（
甲
南
町
）
 

　
小
西
ふ
み
ゑ
（
信
楽
町
）
 

相
談
日
・
開
催
時
間
・
場
所
 

●
水
口
町
　
 

　
毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
 

　
13
：
30
〜
16
：
00
 

　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

●
土
山
町
 

毎
月
5
日
（
土
日
祝
日
の
場

合
は
翌
週
の
平
日
）
 

　
13
：
30
〜
16
：
00
 

　
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
 

●
甲
賀
町
 

　
毎
月
第
3
木
曜
日
 

　
13
：
30
〜
16
：
00
 

　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
 

●
甲
南
町
 

　
毎
月
第
3
金
曜
日
 

　
13
：
30
〜
16
：
00
 

　
甲
南
支
所
　
2
階
団
体
室
 

●
信
楽
町
 

　
毎
月
第
3
水
曜
日
 

　
13
：
30
〜
16
：
00
 

　
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
 

わた
しの
 

児童
手当
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国勢調査はいつから 
行われているの？ 

日本で最初に国勢調査が実施された
のは、今から85年前の1920年(大正9

年)でした。以後、ほぼ5年ごとに行われ、平
成17年に行われる国勢調査は18回目に当
たります。 

Q

A

ほかの国でも同じような 
調査をしているの？ 

　統計の作成を目的とした調査は日
本だけでなく、アメリカ合衆国、中国、

韓国、イギリス、カナダ、オーストラリアなど、
世界の多くの国・地域で行われています。 
　また、国内の各行政に利用するだけでなく、
諸外国と比較することが重要だという国際
的な視点から、国際連合では、1950年から
10年ごとに「世界人口センサス」計画を推
進し、世界各国に協力を呼びかけています。 

Q

A

調査の方法は？ 

　9月下旬から国勢調査員が国内の
全世帯を訪問して調査票を配布し、

10月1日現在の状況を調査票に記入してい
ただきます。そして10月上旬に国勢調査員
が再び世帯に訪問して調査票を回収します。
　10月1日午前0時現在で国内に居住して
いるすべての方が調査の対象になります。
外国の方も含まれます。 

Q

A

【問い合わせ】　企画政策課 
165-0670  FAX 63-4554

今年は 
「平成17年 国勢調査」 
　　　　　　の年です。 

その2

あなたの今を 
　　　 日本の未来へ 

国勢調査のイメージ・キャラクター「センサスくん」 

次回は、国勢調査員や結果の利用に 
ついてお知らせします。 

ジュリアン・エイムズ 
甲賀市国際交流員 

甲賀市の
特色　

最
近
、国
際
化
に
つ
い
て
多
く
の
方

と
話
す
機
会
が
増
え
て
来
た
の
は
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の
方
た
ち
の
中

で
「
日
本
人
は
も
っ
と
海
外
に
旅
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
う
方
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
海
外
旅

行
は
す
ば
ら
し
い
経
験
で
す
が
、日
本

で
も
国
際
感
覚
は
身
に
つ
け
ら
れ
ま

す
。
国
際
化
は
外
国
の
相
違
点
や
相

似
点
を
理
解
し
世
界
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
で
す
が
、世
界
中
ど
こ
も
同
じ

様
な
場
所
に
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
国
の
特
色
も
分
か
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
際
化
は
多
く

の
外
国
か
ら
い
い
点
を
学
ぶ
と
同
時

に
自
国
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
を
守
る
こ
と

で
す
。
 

　
長
い
間
甲
賀
に
住
ん
で
い
る
方
は

も
う
甲
賀
市
の
特
色
が
見
え
な
く
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
私
は
日
本

専
門
家
で
は
な
い
け
れ
ど
、外
国
人
の

立
場
か
ら
見
え
る
甲
賀
市
の
長
所
を

四
つ
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

一
、文
化
的
な
所
。
水
口
城
資
料
館

を
は
じ
め
、東
海
道
の
宿
場
や
重

要
文
化
財
、無
数
の
寺
や
神
社
が

あ
り
、甲
賀
市
内
ど
こ
で
も
す
ば

ら
し
い
文
化
に
出
会
え
ま
す
。
 

二
、安
全
な
所
。「
日
本
は
安
全
だ
」

と
い
う
の
が
も
う
陳
腐
な
決
ま
り

文
句
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、本
当
に

そ
う
で
す
。
夜
中
で
も
心
配
し
な

い
で
一
人
で
ど
こ
で
も
歩
け
ま
す
。

世
界
の
中
で
こ
ん
な
に
安
全
な
所

は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

三
、国
際
的
な
人
口
。
2
6
0
0
人

あ
ま
り
の
外
国
か
ら
来
た
方
が
甲

賀
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
は
全

国
平
均
の
2
．6
倍
で
、甲
賀
市
内

の
国
際
化
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い

ま
す
。
外
国
の
お
い
し
い
料
理
も
食

べ
ら
れ
る
し
、い
ろ
い
ろ
な
出
身
の

方
と
話
せ
る
の
で
、甲
賀
市
に
来

て
か
ら
、私
の
視
野
は
さ
ら
に
広
が

り
ま
し
た
。
 

四
、親
切
な
市
民
。
甲
賀
市
民
は
特

に
や
さ
し
く
温
か
い
人
だ
と
思
い

ま
す
。
平
日
、西
友
で
お
昼
ご
は
ん

を
食
べ
て
い
る
と
、お
ば
あ
さ
ん
に
も

学
生
に
も
挨
拶
さ
れ
ま
す
。
通
勤
し

な
が
ら
、笑
顔
で
コ
ン
ニ
チ
ハ
の
し
る
し

に
手
を
振
る
人
に
挨
拶
し
ま
す
。
近
所

の
居
酒
屋
で
は
み
ん
な
が
私
に
お
酒
を

入
れ
て
く
れ
ま
す
。
甲
賀
市
の
市
民
が

甲
賀
市
の
一
番
大
切
な
長
所
だ
と
思
い

ま
す
。
 

　
国
際
化
の
最
初
の
一
歩
は
、自
国
、ま
た

は
出
身
地
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
で
す
。

目
の
前
の
特
色
を
探
し
ま
し
ょ
う
！
 

 

学校、公民館や地域で国際理解を進める教室を行う場合、国際
交流員を派遣します。ご要望がありましたらお気軽にお問い合わ
せください。 

市民生活課コミュニティ推進係 
165-0687   FAX 63-4582
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　甲賀市に在住・在勤・在学の方であれば市内の
いずれの図書館でも登録し、資料をお借りいただ
くことができますが新たにご利用になる図書館で
は登録が必要です。 
　本を借りるときは、利用する図書館ごとに冊数・
お借りいただける日数が異なりますのでご注意く
ださい。　市内の図書館の本は、市内のどこから
でも返すことができます。　　　　　 
　各図書館の連絡先・開館時間・休館日等につい
ては下記をご覧ください。 
　図書館では、今年度も「おりがみ教室・映画会・

お話会・人形劇」などを積極的に展開する予定です。
また水口・甲賀地域においては移動図書館車の巡
回も行っています。 
　これらの行事や休館日、移動図書館車の詳しい
巡回日についても毎月１日発行の「おしらせこうか」
の図書館カレンダーでお知らせしていきます。 
　今後、利用カードの共通化や開館時間・開館日
の充実、移動図書館車をより多くの地域に巡回す
るなど、より良い図書館づくりをしていきますので
皆さんのご意見をお寄せください。 
 

水口移動図書館車（へきすい号）巡回日程 

水口図書館 

第2火曜日 

第2水曜日 

第2木曜日 

第2金曜日 

第3水曜日 

第3金曜日 

住　　所 

電話/FAX

開館時間 

貸出册数等 

休館日 

閉館日 

土山図書館 甲賀図書情報館 甲南図書交流館 信楽図書館 

〒528-0005 
水口町水口5638

〒528-0211 
土山町北土山2230

〒520-3431 
甲賀町大原中889

〒520-3308 
甲南町深川1865

〒529-1851 
信楽町長野1312-1

63-7400/63-4737 66-1056/66-1067 88-7246/88-7005 86-1504/86-1505 82-0320/82-3921

10：00～17：30 10：00～18：00 10：00～18：00 10：00～18：00 10：00～18：00

10冊　15日間 10冊　3週間 10冊　3週間 10冊　3週間 20冊　3週間 

・月曜日 
・月末金曜日 
・年末年始 
・特別整理期間 

・月曜日・火曜日 
　（祝日と重なる時はその翌日も） 
・第4木曜日 
・年末年始 
・特別整理期間 
 

・月曜日・火曜日 
　（祝日と重なる時はその翌日も） 
・祝日の翌日 
　（土日は除く） 

・第3木曜日 
　（祝日の時は前日） 

・年末年始 
・特別整理期間 

・月曜日・火曜日 
・祝日 
　（日曜・水曜は開館） 

・第4木曜日 
・年末年始 
・特別整理期間 
 

・月曜日・火曜日 
　（祝日と重なる時はその翌日も） 
・祝日 
　（土日と重なる時は開館） 

・月末木曜日 
・特別整理期間 

泉公民館 

八田公民館 

三大寺公民館 

松尾台 

岩上公民館 

桜ヶ丘区民広場 

１０:００-１０:２０ 

１０:００-１０:２０ 

１０:００-１０:２０ 

１０:００-１０:２０ 

１０:００-１０:２０ 

１０:００-１０:２０ 

柏木公民館 

広野台東区集会所 

虫生野会館 

松尾団地 

嶬峨公民館 

第４水口台 

１０:４０-１１:００ 

１０:４０-１１:００ 

１０:４０-１１:００ 

１０:４０-１１:００ 

１０:４０-１１:００ 

１０:４０-１１:００ 

柏木小学校 

伴谷小学校 

貴生川小学校 

伴谷東小学校 

水口小学校 

綾野小学校 

１３:００-１３:３０ 

１２:５０-１３:３０ 

１３:００-１３:２５ 

１２:５０-１３:３５ 

１３:０５-１３:４０ 

１３:００-１３:２５ 

 

 

宇川会館 

 

 

菅谷集会所 

 

 

１４:３０-１４:５０ 

 

 

１４:３０-１４:５０ 

巡回日 サービスポイント 

＊巡回日は現時点での予定です。毎月の詳しい日程は1日発行の「おしらせこうか」図書館カレンダーをご覧ください。 

甲賀図書情報館移動図書館車（ほんバス）巡回日程 

［大原学区］ 
第2火曜日 

［油日学区］ 
第2木曜日 

［佐山学区］ 
第3水曜日 

櫟野公民館前 

大原小学校 

五反田会館前 

油日小学校 

神保農事集会所前 

佐山小学校 

10:00～10:30 

12:55～13:40 

10:00～10:30 

12:55～13:40 

10:00～10:30 

12:55～13:40

神公民館前 

大原上田公民館前 

ふれあい会館高嶺前  

和田倉庫前 

隠岐公民館前 

小佐治公民館前 

10:45～11:15 

14:00～14:30 

10:45～11:15 

14:00～14:30 

10:45～11:15 

14:00～14:30

 

大久保公民館前 

 

毛牧倉庫前 

 

甲賀木彩館前 

 

14:45～15:15 

 

14:45～15:15 

 

14:45～15:15

コース サービスポイント 

＊3コースを3週毎に巡回します。毎月の詳しい日程は1日発行の「おしらせこうか」図書館カレンダーをご覧ください。 

～甲賀市の図書館はどこでもご利用いただけます～ 
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民俗文化財調査いよいよスタート！ 

信楽焼製造用具を収集 

★地域の文化をよみがえらせよう!!

★皆さんのご支援・ご協力を 
　　　　　　　　お願いします!!

　文化財保護課では、新生甲賀市の出発を契機と
して、甲賀市が持つ豊かな歴史文化を明らかにし、
市民が一丸となってふるさとを大切にする郷土愛
が育まれるための事業を行っています。 
　特に、社会構造の変化が著しい中にあって、資料
の散逸や伝統行事の消滅が予想されることから、
一刻も早く記録保存し、時代時代の生活の移り変
わりを伝承していくことが必要となります。 
　今年度から、文化財保護法の改正に伴い、新しく
民俗技術の視点が導入され次代につながる地域
づくりのため、市内の民具資料の収集と保存に努
めています。 
　信楽焼製造用具の収集をはじめ、配置売薬関係
資料、山村生活用具や水口や土山の街道銘産品な
ど、地域の特色ある民俗技術に光りをあてるため
の収集調査を始めます。 
　なつかしい地域の伝統文化に新しい時代の光を
あて、共に地域文化をよみがえらせていきましょう。 

　甲賀市という広い地域の中での新たな民
俗資料の収集となることから、市民の皆さん
の情報提供はとても重要となります。未だ知
られていない貴重な資料が埋もれているこ
とと思います。 
　まずは、どんな資料や情報でも結構ですの
で、文化財保護課まで情報をお寄せください。 
　皆さんのご理解とご協力をよろしくお願
いします。 

甲賀配置売薬関係資料 

★地域の文化をよみがえらせよう!!

★皆さんのご支援・ご協力を 
　　　　　　　　お願いします!!

【問い合わせ】 
文化財保護課  186‐8026  FAX 86-8380

今年は巖谷一六さん没後100年です 
　
皆
さ
ん
、巖
谷
一
六
さ
ん
を
ご
存

知
で
す
か
。 

　
一
六
さ
ん
は
旧
水
口
藩
士
で
明

治
を
代
表
す
る
書
家
で
す
。 

　
一
六
さ
ん
は
水
口
藩
の
藩
医
の

家
に
天
保
5
年（
一
八
三
四
）に
生

ま
れ
ま
す
。明
治
維
新
に
あ
た
っ
て

新
政
府
に
出
仕
し
、諸
官
を
歴
任
し
、

明
治
24
年（
一
八
九
一
）に
は
貴
族

院
議
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、書
家
と
し
て
は
青
年
期
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
と
さ
れ
ま

す
。と
く
に
明
治
13
年（
一
八
八
〇
）、

清
の
金
石
学
者
楊
守
敬
が
来
日
す

る
と
、日
下
部
鳴
鶴
・
中
林
梧
竹
ら

と
と
も
に
そ
の
強
い
影
響
を
受
け
て

書
風
を
一
変
さ
せ
、そ
の
後
の
書
道

界
に
革
新
の
風
を
起
し
ま
す
。 

　
一
六
さ
ん
の
足
跡
は
、大
岡
寺
の

栗
園
中
村
先
生
寿
蔵
碑
を
は
じ
め
、

額
や
掛
け
軸
、屏
風
等
に
人
柄
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　 

　
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
に
併
設

さ
れ
て
い
る
巖
谷
一
六
・
小
波
記
念

室
で
は
巖
谷
親
子
の
こ
と
を
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。　
　 

　
そ
し
て
、そ
の
一
六
さ
ん
が
亡
く

な
ら
れ
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
一
〇

〇
年
に
な
り
ま
す
。水
口
歴
史
民

俗
資
料
館
で
は
、郷
土
の
偉
人
で
あ

る
巖
谷
一
六
さ
ん
の
没
後
一
〇
〇

年
に
際
し
、記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。 

　
7
月
に
講
演
会
と
巖
谷
一
六
・

小
波
記
念
室
で
の
展
示
、ま
た
冬
に

は
一
六
さ
ん
の
企
画
展
を
計
画
し

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

■
日
　
時
 

　
7
月
23
日（
土
）　
14
時
〜
 

■
会
　
場
 

　
市
立
水
口
図
書
館
 

　
　
　
　
　
　
2
階
研
修
室
 

■
演
　
題
 

　
「
巌
谷
一
六
と
楊
守
敬
」
 

　
 
講
 
師
　
杉
村
　
邦
彦
さ
ん
 

　
 
 
 
 
 （
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
） 

【
講
演
会
の
お
知
ら
せ
】 

【
問
い
合
わ
せ
】  

 
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
 

 
 
 
1
 
6
2-

7
1
4
1
 

 
 
F
A
X
6
3-

4
7
3
7 巖谷　一六さん 

い わ や い ち ろ く 

い
わ 

い
ち
ろ
く 

や 

き
ん
せ
き 

よ
う
し
ゅ
け
い 

り
つ
え
ん 

く
さ
か
べ

 

め
い
か
く 

ご 

ち
く 
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市
内
に
8
つ
の

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　毎週金曜日の夜、鮎河小学校の体育館をにぎわし
ているのは「鮎っ子クラブ」の仲間たちです。鮎河小
学校の全校児童を中心に、保護者も先生もスタッフと
いっしょになって活動しています。大人と子どもたち
との親密度がウリのとっても楽しいクラブです。 

鮎っ子クラブ 土山 

　既存グループが母体のサークルで、「体験する事」
を主な目的としている小学生対象のスポーツ広場
ならびにスポーツ教室を活動の柱にしています。
それにイベントを織り交ぜながら、誰もが気軽に参
加できるクラブをめざしています。 

はーと貴生川スポーツクラブ 水口 

　ぽぽんた倶楽部の特徴は名称に「スポーツ」が
ついていないことです。将来的には、文化面も取り
入れた幅広い活動をめざしています。また、温水プー
ルを利用した水泳や水中ウォーキングなどもあり
ます。皆さんもいっしょにはじめませんか。 

ぽぽんた倶楽部 信楽 

　“ジュニアからシニアまで　世代を超えて　汗を　
笑顔を　ふれあいを”を合言葉に会員みんなで作り
上げていく自主運営型をめざしています。健康・癒し系・
体に優しいスポーツ計画メニューとして、エアロビクス、
気功、健康体操に人気が集まっています。 

柏木レインボークラブ 水口 

　設立3年目を迎え子どもを中心に定着しており、屋
内外で元気な声が聞こえています。参加者が思い思
いのスポーツを楽しむ一方、参加者全員でひとつのス
ポーツで汗を流したりもしています。また会員対象の
イベントもあり、会員相互の親睦も図っています。 

希望ヶ丘 らく・楽スポーツクラブ 甲南 
　スポーツはもちろん、ちょっと運動は苦手という
方にも創作体験や文化活動などで楽しんでいた
だけます。また、地域の方とのふれあいや自然体験
も大切にしながら、子どもたちを中心に芋の苗な
どを植え、収穫したり料理を楽しむ収穫祭を開催
しています。 

伴谷ＢＡＮＢＡＮクラブ 水口 

　「こうかサスケくらぶ」では、毎日の固定された種目
の他にさまざまなニーズに応えられるよう、毎週木曜
日には月別メニューで教室を開いています。フットサル、
社交ダンス、ニュースポーツ、ゴルフ、やわらかバレー
など、楽しいメニューがいっぱいです。 

こうかサスケくらぶ 甲賀 

　設立からわずかですが、幅広い年齢層の方が楽
しめる種目をそろえています。スポーツに気軽に
楽しみたい方から、競技レベルの向上をめざして
いる方がいっしょに活動している種目もあります。
また、指導者も親切・ていねいに指導してくれます。 

ＫＯＮＡＮ忍にんスポーツクラブ 甲南 

市
内
に
8
つ
の

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と
聞
く
と
、人
に
よ
っ
て
は
何
か
近
寄
り
難
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、市
内
に
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
気
軽
に
楽
し
め
る
8
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
 

　
文
章
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。お
気
軽
に
近
く

の
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
 

人気のエアロビクス 

元全日本代表体操選手を招いての体操教室の様子 

子どもから大人まで一緒に楽しんでいます 

“体験”をクラブの柱にしています 

●鮎っ子クラブ（鮎河公民館内） 169-0204 
●はーと貴生川スポーツクラブ 163-3709 
●希望ケ丘らく・楽スポーツクラブ 186-0659 
●伴谷ＢＡＮＢＡＮクラブ（伴谷公民館内） 162-4982

●柏木レインボークラブ（柏木公民館内） 162-0404 
●こうかサスケくらぶ 188-5900 
●ぽぽんた倶楽部（信楽体育館内） 182-0934 
●ＫＯＮＡＮ忍にんスポーツクラブ（甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター内） 186-6971

各
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
 

お
問
い
合
わ
せ
は
 

【問い合わせ】　文化スポーツ振興課　186-8023  FAX 86-8380
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も り 

甲賀市の魚

月 の自然 

　
暑
く
な
っ
て
き
て
、水
が
恋
し

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。今

月
は
、市
内
で
見
ら
れ
る
魚
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

　【
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
】は
、水
草
の

茂
っ
た
平
地
の
池
や
小
川
に
棲
ん

で
い
ま
す
。自
然
の
豊
か
な
小
川

や
池
が
減
り
、こ
の
魚
は
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ブ

ル
ー
ギ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
大
敵
で
、

体
長
は
最
大
で
5
cm
く
ら
い
で
す
。 

　【
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
】は
、き
れ
い

な
冷
た
い
水
の
流
れ
る
小
川
に
棲

ん
で
い
ま
す
。ド
ジ
ョ
ウ
に
し
て
は

体
が
短
く
、ナ
マ
ズ
と
ド
ジ
ョ
ウ
の

間
の
よ
う
な
体
系
を
し
て
い
ま
す
。

体
長
は
最
大
5
cm
で
す
。 

　
と
こ
ろ
で「
滋
賀
県
で
大
切
に

す
べ
き
野
生
生
物
2
0
0
0
年
版
」

に
は
、絶
滅
の
危
険
性
が
高
い
生

物
の一
覧
が
載
っ
て
お
り
、カ
ワ
バ
タ

モ
ロ
コ
は
絶
滅
危
惧
種
、ホ
ト
ケ
ド

ジ
ョ
ウ
は
絶
滅
危
機
増
大
種
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。童
謡「
メ
ダ
カ

の
学
校
」で
お
な
じ
み
の【
メ
ダ
カ
】

も
、絶
滅
危
機
増
大
種
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
全
国
的
に
は
絶
滅
が
心
配
さ

れ
る
ほ
ど
数
が
減
っ
て
い
る
魚
た

ち
で
す
が
、市
内
で
は
比
較
的
よ

く
み
か
け
ま
す
。こ
れ
は
甲
賀
市

内
の
自
然
が
、こ
の
魚
た
ち
に
よ

く
あ
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。こ

れ
か
ら
も
市
内
の
自
然
環
境
を

生
き
物
の
棲
み
や
す
さ
か
ら
も
考

え
た
い
も
の
で
す
。 

　
な
お
、こ
こ
で
紹
介
し
た
魚
は
、

自
然
館
内
の
水
槽
で
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

6

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
 

1
 
6
3
＿
6
7
1
2
 

F
A
X
6
3
＿
0
4
6
6

6（月）、13（月）、 
20（月）、27（月） 

6月の 
休園日 

カワバタモロコ 

ホトケドジョウ 

メダカの群れ 

甲賀市 
文化財 

の
 3

［古墳編］ 

甲
賀
の
古
墳
文
化
 

　
4
世
紀
か
ら
7
世
紀
頃
ま
で
大
き
な

古
墳
が
築
か
れ
た
時
代
を
古
墳
時
代

と
い
い
ま
す
。 

　
市
内
に
は
現
在
、県
・
市
の
指
定
を
受

け
て
い
る
古
墳
に
は
、4
古
墳
が
あ
り
ま

す
。 

◆
泉
古
墳
群
　
　
　
　〔
県
指
定
〕 

◆
波
涛
ヶ
平
古
墳
群
　〔
市
指
定
〕 

◆
勅
旨
古
墳
群
　
　
　〔
県
指
定
〕 

◆
岩
室
塚
穴
古
墳
　
　〔
市
指
定
〕 

※
塚
穴
古
墳
出
土
品
　〔
市
指
定
〕 

　
列
島
各
地
で
大
型
古
墳
が
築
か
れ
て

い
く
中
で
、市
内
に
は
巨
大
古
墳
の
築

造
は
見
ら
れ
ず
、野
洲
川
中
流
域
の
地

域
支
配
の
中
で
、古
墳
時
代
中
期
に
甲

賀
市
を
代
表
す
る
古
墳
の
一
つ
で
あ
る

「
泉
古
墳
群
」が
築
造
さ
れ
ま
す
。 

　
泉
古
墳
群
は
、大
型
の
円
墳
、方
墳

を
含
む
野
洲
川
上
流
域
の
首
長
の
墓
で
、

帆
立
貝
形
の
西
鑵
子
塚
古
墳
↓
円
墳

の
東
鑵
子
塚
古
墳
↓
前
方
後
円
墳
の

塚
越
古
墳
の
順
に
帆
立
貝
式
か
ら
円
墳
、

そ
し
て
前
方
後
円
墳
へ
と
古
墳
の
形
を

変
え
な
が
ら
築
造
の
系
譜
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
古
墳
群
で
す
。 

　
な
か
で
も
塚
越
古
墳
は
、5
世
紀
中

頃
の
築
造
で
、銅
鏡
や

金
銅
装
甲
冑
な
ど
の

武
具
が
出
土
し
て
い
て
、大
和
王

権
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
地
域
の

首
長
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
古
墳
群
東
南
部
の
植
遺
跡
か

ら
は
、5
世
紀
中
頃
の
大
型
倉
庫

群
が
発
見
さ
れ
、古
墳
群
と
の
関

わ
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
や
が
て
、野
洲
川
上
流
域
に
は
、

後
期
に「
岩
室
塚
穴
古
墳
」、杉
谷

古
墳
、波
涛
ヶ
平
古
墳
群
が
築
か
れ
、

野
洲
川
と
杣
川
の
合
流
付
近
に

広
が
る
尾
根
上
に
一
大
群
集
墳

地
帯
を
形
成
し
ま
す
。百
合
野
古

墳
群
、岩
坂
古
墳
群
、高
山
古
墳

群
な
ど
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
古
墳
群
は
、野
洲
川

周
辺
に
広
が
る
沖
積
平
野
を
見

据
え
る
位
置
に
あ
り
、河
川
交
通

な
ど
の
適
所
を
選
ん
で
築
造
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
大
戸
川
流
域
で
は
、2
基
か
ら

構
成
さ
れ
る「
勅
旨
古
墳
群
」が

築
造
さ
れ
、当
地
域
の
小
さ
な
古

墳
築
造
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
古
墳
の
築
造
形
式
や

出
土
品
な
ど
か
ら
、地
域
の
個
性

が
見
ら
れ
、地
域
の
交
通
政
策
や

大
和
政
権
下
で
の
軍
事
政
策
の
上

で
一
定
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ

と
が
窺
え
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】  

　
文
化
財
保
護
課
 

　
 
1
 
8
6
＿
8
0
2
6
 

 
F
A
X
8
6
＿
8
3
8
0
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　春真っ盛りの4月21日（木）甲南町「忍の里プララ」
において、中嶋市長をはじめたくさんの来賓をお迎え
して「甲賀市健康推進連絡協議会設立総会」を開催
しました。 
　5つのまちが合併して会員も515名と大所帯にな
りましたが、水口、土山、甲賀、甲南、信楽の各支部での
活動が健康推進員の原点です。各地域の特徴を生か
しつつ市協議会としての統一も図りながら健康づく
りのリーダーとして活動をすることが採択されました。 
　また、地域活動が実施しやすいように5つの部制度
をつくりました。「食生活」「媒体」「運動」「広報」「福
祉」で、それぞれの部の指針に基づき健康づくりや食
生活改善啓発などの事業を展開します。 
　総会後は、2支部の会員による発表を行いました。
一つ目は土山支部の、「さる山家の食卓」という生活
習慣予防をテーマにした寸劇を発表しました。2つ目
は甲南支部のフォークダンスグループ「マズルカ」に
よる楽しく美しい踊りを観てひとときの心の癒しを得
て、健康推進員一人ひとりの活力になりました。 

健康推進員だより

設立総会開催する

6月4日～6月10日は歯の衛生週間です。今年
の標語は「じょうぶな歯　いつもごはんが　お
いしいね」です。 

健康 メモ ひと口 健康 メモ ひと口 健康 メモ 

歯の健康を
保ちましょう！

歯
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
 

0～2つ 
…定期的に歯科診断を 
　受けましょう。 
3つ以上 
…要注意。歯科医を受診 
　することをお勧めします。 

5つ以上 
…歯周病！？ いちど歯科医 
　を受診しましょう。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

健
康
推
進
課
 

　
1
　
6
5
＿
0
7
0
3
 

F
A
X
6
3
＿
4
5
9
1

　
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送

る
た
め
の
基
本
は
、毎
日
の
食

事
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

こ
と
で
す
。
人
間
以
外
の
動

物
な
ら「
歯
が
な
く
な
る
こ

と
＝
死
」を
意
味
す
る
ほ
ど

歯
は
大
切
な
も
の
で
す
。歯

を
失
う
こ
と
は
決
し
て
年
の

せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。歯
を

失
う
原
因
は
、む
し
歯
と
歯

周
病
で
す
。歯
の
手
入
れ
次

第
で
、歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
な
歯
で
い
ら
れ
る
生

活
習
慣
の
基
盤
を
乳
幼
児
期

か
ら
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

●
「
食
べ
た
ら
磨
く
」
を
習
慣
に
 

　
食
べ
カ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
口
の
中
の

細
菌
が
そ
れ
を
利
用
し
、む
し
歯
や
歯

周
病
の
原
因
を
つ
く
り
ま
す
。食
べ
た

ら
そ
の
つ
ど
歯
を
磨
く
の
が
よ
い
の
で
す

が
、で
き
な
い
と
き
は
必
ず
水
で
口
を
ゆ

す
ぎ
ま
し
ょ
う
。ま
た
、デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

や
歯
間
ブ
ラ
シ
の
活
用
も
有
効
的
で
す
。 

●
正
し
い
食
生
活
を
 

　
頻
繁
な
間
食
や
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
を
続

け
て
い
る
と
、口
の
中
は
酸
性
の
状
態
が

続
き
、む
し
歯
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。朝
・
昼
･
晩
の
3
回
の

食
事
、間
食
を
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ
る

な
ど
規
則
正
し
い
食
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

●
定
期
的
（
年
に
1
回
）に
歯

科
健
診
を
 

　
む
し
歯
予
防
と
口
の
健
康
の
た
め
に

定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

　
何
で
も
よ
く
噛
み
、味
わ
っ
て
食
べ
る

こ
と
は
、生
き
る
う
え
で
大
き
な
喜
び
で

あ
り
、心
と
か
ら
だ
の
健
康
の
源
で
す
。 

「
80
歳
で
20
本
以
上
」「
60
歳
で
24
本

以
上
」
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と

を
め
ざ
し
、今
一
度
生
活
習
慣
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。 

 

□歯を磨くと歯ぐきから出血する。 

□歯肉が黒紫色になっている。 

□歯垢や歯石がついている。 

□朝起きたとき唾液に粘り気がある。 

□歯ぐきが、ムズムズすることがある。 

□歯肉を押すと出血する。 

□歯がぐらぐらする感じがする。 

□歯と歯の間にすき間ができる。 

□歯ぎしりやくいしばるくせがある。 

□腐ったような口臭があると人にいわれる。 

あなたの歯ぐきは大丈夫？ 

セルフ
チェック

歯周病早期発見！
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「手話通訳者」を 

市役所に手話通訳者を１人配置しました。 
各種申請手続きの手話通訳だけではなく、いろいろな
相談時にも対応します。 

　県知事認定の通訳資格を持ち、聞こ
える人と聞こえない人とのコミュニケー
ションを支援する人のことをいいます。
手話はもちろんのこと、手話を知らな
い聞こえない人には身振りや筆談等、
その人に応じた方法で対応します。 

　社会福祉課（水口社会福祉センター
1階）で、月曜日から金曜日の8時30分
から17時15分まで勤務しています。 

　事前に要請があれば、日時を指定し
て各支所にも伺います。 
　ただし、水口支所については随時対
応ができます。 

配置しました！ 

Q 「手話通訳者」って？ Q 「手話通訳者」は 
どこにいるの？ Q 各支所では対応して 

もらえないのですか？ 

【問い合わせ】　社会福祉課  165‐0700　ＦＡＸ 63‐4085

甲
賀
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
を
 

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し

続
け
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
よ

り
一
層
進
め
る
た
め「
地
域
福
祉

計
画
」を
策
定
し
ま
す
。 

　
「
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
、最
近
見
か
け
な
い
け
ど
…
」、

「
よ
く
見
か
け
る
近
く
の
障
が
い

者
に
話
し
か
け
た
い
け
ど
…
」、「
近

所
に
住
ん
で
い
る
若
い
お
母
さ
ん

が
、子
育
て
に
困
っ
て
い
る
よ
う
だ

け
ど
チ
ョッ
ト
だ
っ
た
ら
面
倒
見
て

も
良
い
と
思
っ
て
も
話
し
か
け
ら

れ
な
い
の
で
…
」、「
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
た
い
の
で
す
が

…
」等
、お
互
い
の
ち
ょ
っ
と
し
た

支
え
あ
い
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、市
で
は
皆
さ
ん
の
思
い

が
詰
込
ま
れ
た
計
画
作
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の
策
定
委
員
を
募

集
し
ま
す
。 

募
集
 しま
す
 
　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の

地
域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
。
 

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
考
え

や
思
い
を
4
0
0
字
程
度
、住
所
、

氏
名
、連
絡
先（
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
等
）を
原
稿
用
紙（
様
式

自
由
）に
ご
記
入
い
た
だ
き
、お

近
く
の
各
支
所
ま
た
は
、水
口

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
健
康

福
祉
部
社
会
福
祉
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
2
名
 

平
成
17
年
7
月
〜
 

　
　
　
　
　
平
成
18
年
3
月
 

　
6
月
17
日（
金
） 

申
込
締
め
切
り
 

募
集
人
員
 

対
　
　
　
象
 

任
　
　
　
期
 

申
込
み
方
法
 

【
問
い
合
わ
せ
】  

 
社
会
福
祉
課
 

 
 
1
 
6
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0
7
0
0
 

 
F
A
X
6
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4
0
8
5

！ ！ 

★お気軽にお問い合わせください。 
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市
民
生
活
課
で
は
日
々
の
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
の
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
れ
は
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
契
約
し
た
人
を
誘
っ
て
組

織
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
で
マ
ー
ジ
ン
が

入
り
、ピ
ラ
ミ
ッ
ト
的
に
販
売
組
織
を

拡
大
し
て
い
く
マ
ル
チ
商
法
で
す
。特

異
な
成
功
例
を
挙
げ
て
、誰
で
も
簡

単
に
利
益
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
で
勧
誘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
が
、そ
ん
な
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
。紹
介
料
や
バッ
ク
マ
ー
ジ
ン
の
利

益
の
方
が
多
く
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
て
、ビ
ジ
ネ
ス
の
参
加
者
が
次
々
と
増

え
て
い
か
な
い
と
組
織
の
維
持
が
で
き

な
い
か
ら
で
す
。 

„
人
を
次
々
誘
っ
た
り
、紹
介
し
た
り

で
き
る
の
か
？
“ 

„
高
額
な
商
品
な
ど
を
買
っ
て
く
れ
る

人
が
そ
ん
な
に
い
る
の
か
？
“ 

な
ど
、冷
静
に
考
え
て
み
れ
ば
、紹
介

で
き
る
人
に
は
限
度
が
あ
り
、無
限
に

増
や
す
こ
と
な
ど
不
可
能
で
す
。必

要
の
な
い
商
品
を
購
入
し
て
、抱
え
き

れ
な
い
借
金
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
う
・・・。 

　
こ
の
商
法
の
問
題
点
は
、金
銭
的
な

被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、知
ら
な
い
う
ち

に
自
分
が
加
害
者
に
な
り
、友
人
も
自

分
の
信
用
も
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

簡
単
に「
儲
か
る
話
」な
ど
あ
り
ま
せ

ん
。「
断
る
勇
気
」を
持
つ
こ
と
で
す
。 

　
な
お
、マ
ル
チ
商
法
の
場
合
、ク
ー
リ

ン
グ・
オ
フ
期
間
は
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
20
日
間
で
す
。 

消
費
生
活
相
談
窓
口
 

　（
市
民
生
活
課
　
生
活
安
全
係
） 

　
■
月
曜
日
〜
金
曜
日
 

　
■
9
:
00
〜
15
:
00
 

　
　
　
　
1
 
6
5
―
0
6
8
5
 

　
　
　
F
A
X
6
3
―
4
5
8
2

お悩み相談室 Q A& 市民生
活課よ

り 

知っト
ク！ 

A マ
ル
チ
商
法
の
甘
い
罠 

友
人
に
「
身
体
に
良
い
商

品
が
あ
る
か
ら
」
と
誘
わ

れ
出
か
け
た
。
友
人
と
そ
の
場
に

い
た
三
人
か
ら
商
品
の
説
明
を
受

け
た
が
、
あ
ま
り
に
も
高
額
だ
っ

た
の
で
断
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
入
会

す
れ
ば
人
を
紹
介
す
る
だ
け
で
手

数
料
が
入
り
、
商
品
を
売
れ
ば
バッ

ク
マ
ー
ジ
ン
も
入
る
。
十
分
払
っ
て

い
け
る
し
、
損
を
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
交
替
で
説
得
さ
れ
、
何
回
も
断
っ

た
が
、
結
局
、
契
約
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
有
利
な
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ

ス
だ
と
言
わ
れ
た
が
、
だ
ま
さ
れ

た
よ
う
な
気
分
で
、
商
品
の
ロ
ー

ン
だ
け
が
残
る
の
は
不
安
に
思
う
。 

Q

いのち、 
いきいき、 
輝く職場 

【
問
い
合
わ
せ
】 

労
政
課
　
労
政
係
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今
、企
業
は
、社
会
や
消
費

者
に
対
し
て
、企
業
倫
理
を

は
じ
め
多
く
の
社
会
的
責
任

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。企
業
の

社
会
的
責
任
を
果
た
す
た

め
に
、あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
し
、一
人
ひ
と
り
の
人
権

を
大
切
に
し
た
明
る
く
、働

き
や
す
い
職
場
に
す
る
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
市
で
は
、企
業
の
経
営
者

や
従
業
員
が
、人
権
問
題
に

対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
、差
別
の
な
い
明
る
い

職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、企
業
内
で
の
人
権
問
題

研
修
な
ど
が
効
果
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
、啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。 

　
市
内
の
企
業
・
事
業
所
は
、

自
ら
も
積
極
的
に
人
権
問

題
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、市

内
3
1
6
の
企
業
・
事
業
所

が
、企
業
の
社
会
的
責
任
を

果
た
す
べ
く
自
主
的
に
人
権

問
題
に
取
り
組
む
会
と
し
て
、

4
月
に「
甲
賀
市
企
業
人
権

啓
発
推
進
協
議
会
」を
設
立

さ
れ
ま
し
た
。企
業
が
人
権

の
大
切
さ
を
理
解
し
、自
ら

啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、今
ま
で
旧
町
単
位

で
活
動
さ
れ
て
い
た
協
議
会

を
統
合
さ
れ
た
も
の
で
す
。

新
し
い
協
議
会
の
益
々
の
充

実
し
た
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
。こ
の
協
議
会
に
未
加

入
の
企
業
・
事
業
所
は
、ぜ
ひ

ご
加
入
く
だ
さ
い
。 

　
7
月
は
、「
企
業
内
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
」で
す
。

残
念
な
が
ら
今
で
も
起
こ
っ

て
い
る
採
用
時
の
面
接
で
の

不
適
切
な
質
問
、差
別
発
言
、

セ
ク
ハ
ラ
、外
国
人
問
題
、エ
セ

同
和
行
為
な
ど
の
人
権
問
題

が
な
く
な
り
、明
る
く
働
き

や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
に
、

月
間
で
の
取
り
組
み
と
、職

場
内
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

設立総会の様子 
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　皆さん、初めまして。本年4月1日から甲賀市立水口市民病
院の外科に着任しました　田宏和といいます。 
　私は、滋賀医科大学の外科学講座に入局し、その後京都第
二赤十字病院など10年以上を実地医療にたずさわってきまし
た。一貫して主に腹部外科を専門としています。当院におきま
してもこれまでの経験を生かして安全でより良い医療が提供
できるように地域医療のために頑張ります。 
　病院は杣川のほとりの静かで豊かな自然にかこまれた環境
の地にありますが、まだまだ、この土地の事は不案内です。これ
から当地の伝統や文化にも触れながら仕事をさせていただき
ますので宜しくお願いします。 

水口市民病院　162－3346  FAX 63－1728

地域医療 
だより 

市立水口市民病院 

情 
報 

報 
保 
護 
制 
度 

個 

情 
人 
公 
開 
・ 

〜
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
〜 

平成16年度の運用状況を公表します。 

●行政文書公開の実施状況 
（平成16年10月1日 
　　～平成17年3月31日） 
請求件数　12件 
市長部局　12件 
　公開等の決定状況 
　　公開　　　　　　8件 
　　部分公開　　　　3件 
　　非公開　　　　　1件 
　部分公開理由別状況 
　　個人情報　　　　1件 
　　行政運営情報　　2件 
　非公開理由別状況 
　　行政運営情報　　1件 

●個人情報開示の実施状況 
（平成16年10月1日 
　　～平成17年3月31日） 
請求件数　0件 

市役所各支所に情報コーナーを
設け、入札結果、議会会議録など
の情報提供を行っていますので
ご利用ください。 

【問い合わせ】 
総務課文書法規係 

165-0664　FAX63-4554

戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
 

特
例
交
付
に
つ
い
て
 

　
市
で
は
、戸
籍
事
務
を
電
算
化
し
た
こ
と

に
伴
っ
て
改
製
さ
れ
た
戸
籍
の
附
票
に
限
り
、

特
例
的
に
交
付
し
ま
す
。こ
れ
は
、旧
町
で

実
施
し
た
戸
籍
事
務
電
算
化
の
時
期
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、改
製
す
る
前
の
戸
籍
の
附

票
の
交
付
期
間
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
も
の
を
、

統
一
す
る
も
の
で
す
。 

◆
特
例
交
付
は
、6
月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。 

 
ま
た
交
付
期
間
は
、戸
籍
事
務
電
算
化
に
よ

る
旧
5
町
の
い
ず
れ
の
改
製
前
の
附
票
も
、

平
成
20
年
9
月
26
日
ま
で
と
し
ま
す
。 

◆
特
例
交
付
は
、旧
5
町
で
実
施
し
た
戸
籍
電

算
化
当
時
に
、当
該
町
に
あ
っ
た
戸
籍
の
附

票
に
限
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

市
民
課
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　皆さん市役所がどのような仕事をしているかご存知ですか。昨年10月に5
町が合併して甲賀市が誕生しました。合併まではそれぞれの町役場が担っ
ていた仕事を市役所が引き継ぐ形となり、職員の数も大幅に増えました。皆
さんが日頃から目に見えている部分で言えば住民票や、印鑑証明などの発行、

誕生やお悔やみなどの戸籍の届出などではないでしょうか。しかし、誰もが住
みやすいまちを実現するためには、目には見えない様々な仕事があります。今
回からシリーズとして市役所が行っている仕事を、それぞれの課からご紹介し
ます。 

～私たちはこのような　　　仕事をしています～ 

水口・土山・甲賀・甲南・信楽支所 議会事務局 秘書広報課 総務課 

Q1 どのような仕事をしていますか？ 

Q2 今年度の主要な事業（取り組み）は？ 

　議会は、住民から直接選ばれた議員により構成され、住民
の意思を市政に反映させるための大切な役割を果たしてい
ます。議会事務局では、議会のもつ機能が充分発揮できる
ように、その事務に関するすべてのことを処理しています。 
　具体的には、定例会や臨時会の本会議や各委員会に関
すること、会議録の調整、議員共済や、議会広報に関するこ
となどです。 

　支所には市民の窓口としての役割を担う総合窓口

課と地域振興課があります。 

総合窓口課は、住民票・戸籍謄本・印鑑証明・所得

証明などの発行や戸籍の届出などを行う市民担当、

国民健康保険・老人保健医療・国民年金などに関す

る申請や届出を行う保険年金担当、児童手当や保育

所入所の申請手続きなどを行う健康福祉担当、市税

等の収納を行う会計担当があります。 

　地域振興課は、各区長会や各市民活動団体との

連絡調整やコミュニティバスの定期券・回数券の販売、

家庭系ごみに関する相談などを行う総務生活環境担

当、各町での人権啓発活動や男女共同参画社会の

実現に向けた活動への支援などを行う人権担当、各

町にある農林業・商工業の関係団体との連絡調整や、

各町の観光行事への支援などを行う農林商工担当、

各町の道路、公園などの維持管理や水道の開閉栓

などを行う事業担当があります。 

　合併前までは町役場としてそれぞれの役割を担って

きましたが、合併後も各支所として市民の皆さんのた

めの重要な役割を担っています。 

　合併により現在では県内2番目の広さとなった甲賀

市ですが、各支所としての役割を担うことで、市民の

皆さんが安心して住めるまちとなるようがんばります。 

　年4回の定例会は、おおむね6月、9月、12月、3月に開かれ、
必要に応じて臨時会も開催されます。今年度は議員改選が
あり、現在80人の議員定数は30人になります。改選後もスムー
ズに議会運営が行われるように、その調整準備をすすめるほ
か、議会の活性化にむけ取り組んでいます。 

Q3 議会の様子を知るには？ 

　甲賀市議会では、開かれた議会を目標とした活動を行っ
ています。甲賀市議会だよりの発行や、ホームページの充
実はもちろん、会議録検索システムの導入により本会議の
記録を甲賀市のホームページからもご覧いただけます。 
　本会議は、今年10月までは甲賀広域行政組合消防本部
屋内訓練場で、11月以降は水口庁舎議場で開催される予
定です。ぜひ、傍聴にお越しいただき、本会議の様子をご覧
ください。なお、一般質問、委員会の報告等、本会議の一部
は、水口テレビ及び定例会終了後は各支所でのビデオ放
映でご覧いただけます。 

Q1 どのような仕事をしていますか？ 

Q2 今年度の主要な事業（取り組み）は？ 

　総務部総務課は4つの係がありますので、順に紹介します。 
①総務係では市民の皆さんの生活に直結する区・自治会の
振興に関することや、地縁団体の認可告示、議会に提出
する議案のまとめなどの事務をしています。 

②文書法規係では文書の審査、条例や規則等の関係事務、
情報公開、個人情報の窓口や行政文書の管理を行って
います。 

③総合防災係では各地域の消防団に関する事務や防災全
般にかかる事務を担当しています。 

④市史編さん係では現在歴史と文化に彩られた甲賀市の
新しい歴史書『甲賀市史』の編さんに取り組んでいます。
全8巻での刊行を予定しています。 

　総合防災係は、災害時における役割分担等を明確にす
る「甲賀市地域防災計画」の作成や、災害備蓄資材等の
充実、希望ヶ丘地先に防災コミュニティセンターの建設工
事を実施します。また、市史編さん係では市史編さん委員会
を立ち上げました。刊行計画に従い、いよいよ各巻の執筆
者を委嘱し、調査に入ります。 

Q3 課・所属から市民に伝えたいこと等は？ 

　災害が発生した初期の段階において、市民の皆さんが、
素早く、的確に行動していただくため、日頃から災害に対す
る意識を高く持ち、災害に対する備えをお願いします。 
　また、区や社寺、個人宅で伝えられてきた古文書を探して
います。調査させていただき内容によっては保存のための整
理などもさせていただきます。 

Q1 どのような仕事をしていますか？ 

Q2 今年度の主要な事業（取り組み）は？ 

　秘書係は市長の日程調整や、スケジュ-ル管理など、広報
公聴係は毎月1日･15日の広報紙の発行や、市民の皆さん
の意見を聞く仕事をしています。 

　公募のあった市民の方が自ら取材し、原稿の執筆までを
行い、「広報こうか」づくりに関わっていただく「まちかど特派
員」を設置しました。市民の方が登場することで、より身近な
広報紙になると思います。今後の広報紙に注目してください。 
　また市の特色や名所などの市を紹介するための市政要
覧（概要版）を作成します。 

Q3 課・所属から市民に伝えたいこと等は？ 

　市内でどのようなことが行われているのか、またどのような
市になっていくのか、みんながつくる「住みよさと活気あふれ
るまち」をめざし、市民の皆さんに必要な情報を必要な時に
広報紙などを通じて発信していきたいと思います。 
　皆さんも市に対して感じたことなどがあれば、積極的にご
意見ください。 

【問合せ先】庶務係 165-0654　FAX63-4373 
　　　　　議事係 165-0655

【問合せ先】秘　書　係　165-0662 
　　　　　広報公聴係　165-0675

【問合せ先】 

総 務 係 165-0663 
文書法規係 165-0664 
総合防災係 165-0665 
市史編さん係 186-8075 FAX 86-8380

・支　　　所 
・議会事務局 
・秘書広報課 
・総　務　課 

その① 

水口支所　総合窓口課 162-4272 
　　　　　地域振興課 162-4271 
土山支所　総合窓口課 166-1103 
　　　　　地域振興課 166-1102 
甲賀支所　総合窓口課 188-4103 
　　　　　地域振興課 188-4102 
甲南支所　総合窓口課 186-8011 
　　　　　地域振興課 186-8010 
信楽支所　総合窓口課 182-8065 
　　　　　地域振興課 182-8060 
 

【問合せ先】 

FAX 63-4619

FAX 63-4554

FAX 63-4086

FAX 66-1564

FAX 88-3104

FAX 86-8029

FAX 82-3415

朝のミーティングで今日のスケジュール確認 
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　皆さん市役所がどのような仕事をしているかご存知ですか。昨年10月に5
町が合併して甲賀市が誕生しました。合併まではそれぞれの町役場が担っ
ていた仕事を市役所が引き継ぐ形となり、職員の数も大幅に増えました。皆
さんが日頃から目に見えている部分で言えば住民票や、印鑑証明などの発行、

誕生やお悔やみなどの戸籍の届出などではないでしょうか。しかし、誰もが住
みやすいまちを実現するためには、目には見えない様々な仕事があります。今
回からシリーズとして市役所が行っている仕事を、それぞれの課からご紹介し
ます。 

～私たちはこのような　　　仕事をしています～ 

水口・土山・甲賀・甲南・信楽支所 議会事務局 秘書広報課 総務課 

Q1 どのような仕事をしていますか？ 

Q2 今年度の主要な事業（取り組み）は？ 

　議会は、住民から直接選ばれた議員により構成され、住民
の意思を市政に反映させるための大切な役割を果たしてい
ます。議会事務局では、議会のもつ機能が充分発揮できる
ように、その事務に関するすべてのことを処理しています。 
　具体的には、定例会や臨時会の本会議や各委員会に関
すること、会議録の調整、議員共済や、議会広報に関するこ
となどです。 

　支所には市民の窓口としての役割を担う総合窓口

課と地域振興課があります。 

総合窓口課は、住民票・戸籍謄本・印鑑証明・所得

証明などの発行や戸籍の届出などを行う市民担当、

国民健康保険・老人保健医療・国民年金などに関す

る申請や届出を行う保険年金担当、児童手当や保育

所入所の申請手続きなどを行う健康福祉担当、市税

等の収納を行う会計担当があります。 

　地域振興課は、各区長会や各市民活動団体との

連絡調整やコミュニティバスの定期券・回数券の販売、

家庭系ごみに関する相談などを行う総務生活環境担

当、各町での人権啓発活動や男女共同参画社会の

実現に向けた活動への支援などを行う人権担当、各

町にある農林業・商工業の関係団体との連絡調整や、

各町の観光行事への支援などを行う農林商工担当、

各町の道路、公園などの維持管理や水道の開閉栓

などを行う事業担当があります。 

　合併前までは町役場としてそれぞれの役割を担って

きましたが、合併後も各支所として市民の皆さんのた

めの重要な役割を担っています。 

　合併により現在では県内2番目の広さとなった甲賀

市ですが、各支所としての役割を担うことで、市民の

皆さんが安心して住めるまちとなるようがんばります。 

　年4回の定例会は、おおむね6月、9月、12月、3月に開かれ、
必要に応じて臨時会も開催されます。今年度は議員改選が
あり、現在80人の議員定数は30人になります。改選後もスムー
ズに議会運営が行われるように、その調整準備をすすめるほ
か、議会の活性化にむけ取り組んでいます。 

Q3 議会の様子を知るには？ 

　甲賀市議会では、開かれた議会を目標とした活動を行っ
ています。甲賀市議会だよりの発行や、ホームページの充
実はもちろん、会議録検索システムの導入により本会議の
記録を甲賀市のホームページからもご覧いただけます。 
　本会議は、今年10月までは甲賀広域行政組合消防本部
屋内訓練場で、11月以降は水口庁舎議場で開催される予
定です。ぜひ、傍聴にお越しいただき、本会議の様子をご覧
ください。なお、一般質問、委員会の報告等、本会議の一部
は、水口テレビ及び定例会終了後は各支所でのビデオ放
映でご覧いただけます。 

Q1 どのような仕事をしていますか？ 

Q2 今年度の主要な事業（取り組み）は？ 

　総務部総務課は4つの係がありますので、順に紹介します。 
①総務係では市民の皆さんの生活に直結する区・自治会の
振興に関することや、地縁団体の認可告示、議会に提出
する議案のまとめなどの事務をしています。 

②文書法規係では文書の審査、条例や規則等の関係事務、
情報公開、個人情報の窓口や行政文書の管理を行って
います。 

③総合防災係では各地域の消防団に関する事務や防災全
般にかかる事務を担当しています。 

④市史編さん係では現在歴史と文化に彩られた甲賀市の
新しい歴史書『甲賀市史』の編さんに取り組んでいます。
全8巻での刊行を予定しています。 

　総合防災係は、災害時における役割分担等を明確にす
る「甲賀市地域防災計画」の作成や、災害備蓄資材等の
充実、希望ヶ丘地先に防災コミュニティセンターの建設工
事を実施します。また、市史編さん係では市史編さん委員会
を立ち上げました。刊行計画に従い、いよいよ各巻の執筆
者を委嘱し、調査に入ります。 

Q3 課・所属から市民に伝えたいこと等は？ 

　災害が発生した初期の段階において、市民の皆さんが、
素早く、的確に行動していただくため、日頃から災害に対す
る意識を高く持ち、災害に対する備えをお願いします。 
　また、区や社寺、個人宅で伝えられてきた古文書を探して
います。調査させていただき内容によっては保存のための整
理などもさせていただきます。 

Q1 どのような仕事をしていますか？ 

Q2 今年度の主要な事業（取り組み）は？ 

　秘書係は市長の日程調整や、スケジュ-ル管理など、広報
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　公募のあった市民の方が自ら取材し、原稿の執筆までを
行い、「広報こうか」づくりに関わっていただく「まちかど特派
員」を設置しました。市民の方が登場することで、より身近な
広報紙になると思います。今後の広報紙に注目してください。 
　また市の特色や名所などの市を紹介するための市政要
覧（概要版）を作成します。 

Q3 課・所属から市民に伝えたいこと等は？ 

　市内でどのようなことが行われているのか、またどのような
市になっていくのか、みんながつくる「住みよさと活気あふれ
るまち」をめざし、市民の皆さんに必要な情報を必要な時に
広報紙などを通じて発信していきたいと思います。 
　皆さんも市に対して感じたことなどがあれば、積極的にご
意見ください。 

【問合せ先】庶務係 165-0654　FAX63-4373 
　　　　　議事係 165-0655

【問合せ先】秘　書　係　165-0662 
　　　　　広報公聴係　165-0675

【問合せ先】 

総 務 係 165-0663 
文書法規係 165-0664 
総合防災係 165-0665 
市史編さん係 186-8075 FAX 86-8380

・支　　　所 
・議会事務局 
・秘書広報課 
・総　務　課 

その① 

水口支所　総合窓口課 162-4272 
　　　　　地域振興課 162-4271 
土山支所　総合窓口課 166-1103 
　　　　　地域振興課 166-1102 
甲賀支所　総合窓口課 188-4103 
　　　　　地域振興課 188-4102 
甲南支所　総合窓口課 186-8011 
　　　　　地域振興課 186-8010 
信楽支所　総合窓口課 182-8065 
　　　　　地域振興課 182-8060 
 

【問合せ先】 

FAX 63-4619

FAX 63-4554

FAX 63-4086

FAX 66-1564

FAX 88-3104

FAX 86-8029

FAX 82-3415

朝のミーティングで今日のスケジュール確認 
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　4月9日（土）、甲賀町大久保で「夜ざくらを見よ
う会」が開かれました。この催しは今年で3回目と
なり、約200名ものたくさんの参加者がありました。 
　この桜は40年ほど前に植えられたもので、里山
事業で桜が脚光を浴びるまでは特に注目されて
いませんでした。 
　夜ざくらを見よう会では、里山事業の一環として、
竹細工の灯ろうを作ったり、出店「さとやま亭」を
設けました。少し肌寒い日となったこの日は、「さと
やま亭」の温かいおでんや甘酒・やきそば等が大
人気でした。また、ステージでは、甲賀忍玉太鼓団
や演歌ショーが行われたりと、楽しい会となりました。 
　今年の6月頃にすぐ横の道路が拡張されること
となり、桜は植え替えられる予定です。きっと、来年
もきれいな花を咲かせることでしょう。 

夜ざくらを見よう会 

メンバーの方が撮影された写真が 
並びます。 

甲賀町シルバー大学写真クラブの皆さん 

りんごの木の下でお弁当をひろげる来園者 

家
族
そ
ろ
っ
て
お
茶
摘
み
 

す
ば
ら
し
い
天
候
の
中
、お
茶
摘
み
を
体
験
す
る
参
加
者
 

　
去
る
５
月
４
日
に
土
山
町
の
茶

畑
で
お
茶
摘
み
体
験
が
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
約
２
７
０
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、京
都
や
大
阪
を
中
心

に
遠
く
は
和
歌
山
、岐
阜
、愛
知
な

ど
か
ら
家
族
連
れ
や
友
だ
ち
グ
ル
ー

プ
の
方
が
土
山
町
を
訪
れ
、一
番
茶

の
摘
み
取
り
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
長
か
ら
も『
土
山
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
』と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
、歓
迎
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
早
速
皆
さ
ん
は
指
導
員
の
方
か
ら

『
一
芯
二
葉
』の
摘
み
取
り
方
を
教

え
て
も
ら
い
、丁
寧
に
お
茶
を
摘
み
取
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
摘
み
取
ら
れ
た
お
茶
は
製
茶
さ

れ
１
週
間
後
に
各
ご
家
庭
に
届
け

ら
れ
ま
す
。 

　
午
後
は
、土
山
青
土
ダ
ム
に
あ
る

エ
コ
バ
レ
ー
に
移
動
さ
れ
、木
工
教
室

や
茶
粉
に
よ
る
茶
染
め
加
工
に
挑
戦
、

の
れ
ん
や
ふ
ろ
し
き
づ
く
り
を
楽
し

ま
れ
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
思
い
出

を
刻
ま
れ
た
よ
う
で
す
。 

こ
ん
な
木
か
ら
出
来
る
ん
だ
。』 

『
お
茶
の
葉
っ
て
 

　
公
民
館
の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
い
る
甲
賀
町
シ
ル
バ
ー
大
学
写
真
ク

ラ
ブ
は
現
在
20
名
の
メ
ン
バ
ー
で
、毎
月

1
回
の
撮
影
会
を
中
心
に
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。催
事
を
、自
然
を
、住
ま

い
を
・・・
よ
り
美
し
く
表
現
で
き
る
よ

う
に
、会
員
相
互
の
学
習
会
や
撮
影
会

を
通
し
て
親
睦
と
技
術
の
向
上
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
今
回
は
多
く
の

方
に
見
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
楽
し

み
に
、四
季
折
々
の

美
し
い
自
然
の
姿

を
テ
ー
マ
に
し
た
写

真
展
を
開
催
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

市民ギャラリー 

■期間　6月1日（水）～6月30日（木） 平日の8：30～17：15 
■場所　土山支所1階ロビー   ■問い合わせ　土山支所 1 66‐1101 
 

～生きがいをもってこそ生まれる人生の楽しさや豊かさ～ 

甲賀町シルバー大学 
写真クラブ写真展 

　スポーツ少年団の六送会（卒団式）
が3月26日（土）に甲賀テニスコート
で行われました。 
　団員、保護者など総勢100数名が
参加し、午前中は全員で練習、午後は
親子対決の試合を行い、昼食はみん
なでカレーを食べました。 
皆さん一生懸命で、いい汗を流され
ていました。参加された皆さんから
は「テニスを通じて親子共通の対話
ができて良かったです。」とおっしゃっ
ていました。 
　今年の卒団生は滋賀県男子1位、
女子1位と男女とも優勝し、全国大会、
近畿大会へ代表として出場しました。 
この素晴らしい先輩たちを送り、今年
度も新しい仲間が入団してきました。
ご協力いただきました保護者の皆さ
んありがとうございました。甲賀テニ
ススポーツ少年団、今年も元気にスター
トです。 

元
気
に
ス
タ
ー
ト
！！
 ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
 

六
送
会（
卒
団
式
） 

　
皆
さ
ん
は
甲
賀
町
で
り
ん
ご
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
。恐
ら
く
日
本
で
は
一
番
南
の

地
で
の
り
ん
ご
栽
培
に
な
る
と
経

営
者
で
あ
る
下
山
定
範
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
油
日
に
あ
る
観
光
り
ん
ご

園
は
15
年
前
に
開
園
し
、当
時
か

ら
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
、今

で
は
10
名
の
オ
ー
ナ
ー
が
鹿
深
り
ん

ご
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、り
ん
ご
栽

培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
で
15
回
目
を
迎
え
る
鹿
深

り
ん
ご
園
花
ま
つ
り
は
、「
鹿
深
り

ん
ご
研
究
会
」と
、甲
賀
町
内
の
特

産
品
や
加
工
品
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
方
で
結
成
さ
れ
た「
う
ま

い
も
ん
づ
く
り
甲
賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
共
催
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
良
い
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
花
ま

つ
り
で
は
、青
森
県
人
会
の
方
に
よ

る
津
軽
三
味
線
も
披
露
さ
れ
、り

ん
ご
園
い
っ
ぱ
い
に
三
味
線
の
音
色

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

花
と
音
の
美
し
さ
に
癒
さ
れ
て
 

〜
第
15
回
 
鹿
深
り
ん
ご
園
花
ま
つ
り
〜
 

披
露
さ
れ
た
津
軽
三
味
線
に
よ
る
演
奏
 

FAX 66‐1564

広報こうか2005.6広報こうか 2005.6 28



　4月9日（土）、甲賀町大久保で「夜ざくらを見よ
う会」が開かれました。この催しは今年で3回目と
なり、約200名ものたくさんの参加者がありました。 
　この桜は40年ほど前に植えられたもので、里山
事業で桜が脚光を浴びるまでは特に注目されて
いませんでした。 
　夜ざくらを見よう会では、里山事業の一環として、
竹細工の灯ろうを作ったり、出店「さとやま亭」を
設けました。少し肌寒い日となったこの日は、「さと
やま亭」の温かいおでんや甘酒・やきそば等が大
人気でした。また、ステージでは、甲賀忍玉太鼓団
や演歌ショーが行われたりと、楽しい会となりました。 
　今年の6月頃にすぐ横の道路が拡張されること
となり、桜は植え替えられる予定です。きっと、来年
もきれいな花を咲かせることでしょう。 

夜ざくらを見よう会 

メンバーの方が撮影された写真が 
並びます。 

甲賀町シルバー大学写真クラブの皆さん 

りんごの木の下でお弁当をひろげる来園者 

家
族
そ
ろ
っ
て
お
茶
摘
み
 

す
ば
ら
し
い
天
候
の
中
、お
茶
摘
み
を
体
験
す
る
参
加
者
 

　
去
る
５
月
４
日
に
土
山
町
の
茶

畑
で
お
茶
摘
み
体
験
が
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
約
２
７
０
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、京
都
や
大
阪
を
中
心

に
遠
く
は
和
歌
山
、岐
阜
、愛
知
な

ど
か
ら
家
族
連
れ
や
友
だ
ち
グ
ル
ー

プ
の
方
が
土
山
町
を
訪
れ
、一
番
茶

の
摘
み
取
り
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
長
か
ら
も『
土
山
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
』と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
、歓
迎
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
早
速
皆
さ
ん
は
指
導
員
の
方
か
ら

『
一
芯
二
葉
』の
摘
み
取
り
方
を
教

え
て
も
ら
い
、丁
寧
に
お
茶
を
摘
み
取
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
摘
み
取
ら
れ
た
お
茶
は
製
茶
さ

れ
１
週
間
後
に
各
ご
家
庭
に
届
け

ら
れ
ま
す
。 

　
午
後
は
、土
山
青
土
ダ
ム
に
あ
る

エ
コ
バ
レ
ー
に
移
動
さ
れ
、木
工
教
室

や
茶
粉
に
よ
る
茶
染
め
加
工
に
挑
戦
、

の
れ
ん
や
ふ
ろ
し
き
づ
く
り
を
楽
し

ま
れ
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
思
い
出

を
刻
ま
れ
た
よ
う
で
す
。 

こ
ん
な
木
か
ら
出
来
る
ん
だ
。』 

『
お
茶
の
葉
っ
て
 

　
公
民
館
の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
い
る
甲
賀
町
シ
ル
バ
ー
大
学
写
真
ク

ラ
ブ
は
現
在
20
名
の
メ
ン
バ
ー
で
、毎
月

1
回
の
撮
影
会
を
中
心
に
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。催
事
を
、自
然
を
、住
ま

い
を
・・・
よ
り
美
し
く
表
現
で
き
る
よ

う
に
、会
員
相
互
の
学
習
会
や
撮
影
会

を
通
し
て
親
睦
と
技
術
の
向
上
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
今
回
は
多
く
の

方
に
見
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
楽
し

み
に
、四
季
折
々
の

美
し
い
自
然
の
姿

を
テ
ー
マ
に
し
た
写

真
展
を
開
催
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

市民ギャラリー 

■期間　6月1日（水）～6月30日（木） 平日の8：30～17：15 
■場所　土山支所1階ロビー   ■問い合わせ　土山支所 1 66‐1101 
 

～生きがいをもってこそ生まれる人生の楽しさや豊かさ～ 

甲賀町シルバー大学 
写真クラブ写真展 

　スポーツ少年団の六送会（卒団式）
が3月26日（土）に甲賀テニスコート
で行われました。 
　団員、保護者など総勢100数名が
参加し、午前中は全員で練習、午後は
親子対決の試合を行い、昼食はみん
なでカレーを食べました。 
皆さん一生懸命で、いい汗を流され
ていました。参加された皆さんから
は「テニスを通じて親子共通の対話
ができて良かったです。」とおっしゃっ
ていました。 
　今年の卒団生は滋賀県男子1位、
女子1位と男女とも優勝し、全国大会、
近畿大会へ代表として出場しました。 
この素晴らしい先輩たちを送り、今年
度も新しい仲間が入団してきました。
ご協力いただきました保護者の皆さ
んありがとうございました。甲賀テニ
ススポーツ少年団、今年も元気にスター
トです。 

元
気
に
ス
タ
ー
ト
！！
 ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
 

六
送
会（
卒
団
式
） 

　
皆
さ
ん
は
甲
賀
町
で
り
ん
ご
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
。恐
ら
く
日
本
で
は
一
番
南
の

地
で
の
り
ん
ご
栽
培
に
な
る
と
経

営
者
で
あ
る
下
山
定
範
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
油
日
に
あ
る
観
光
り
ん
ご

園
は
15
年
前
に
開
園
し
、当
時
か

ら
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
、今

で
は
10
名
の
オ
ー
ナ
ー
が
鹿
深
り
ん

ご
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、り
ん
ご
栽

培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
で
15
回
目
を
迎
え
る
鹿
深

り
ん
ご
園
花
ま
つ
り
は
、「
鹿
深
り

ん
ご
研
究
会
」と
、甲
賀
町
内
の
特

産
品
や
加
工
品
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
方
で
結
成
さ
れ
た「
う
ま

い
も
ん
づ
く
り
甲
賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
共
催
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
良
い
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
花
ま

つ
り
で
は
、青
森
県
人
会
の
方
に
よ

る
津
軽
三
味
線
も
披
露
さ
れ
、り

ん
ご
園
い
っ
ぱ
い
に
三
味
線
の
音
色

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

花
と
音
の
美
し
さ
に
癒
さ
れ
て
 

〜
第
15
回
 
鹿
深
り
ん
ご
園
花
ま
つ
り
〜
 

披
露
さ
れ
た
津
軽
三
味
線
に
よ
る
演
奏
 

FAX 66‐1564

広報こうか2005.6広報こうか 2005.629



受賞おめでとうごさいます 
2005年春の褒章で市内から4名の方々が受賞されました。 

受賞された方々は次のとおりです。 

奥村　昌次さん 倉田要太郎さん 山田光治郎さん 
多年、造園業に携わり、
寺院の庭管理や都市公
園整備に貢献されました。 

多年、建築業に携わり、
「皆さんのために」という
気持ちで様々な道路工
事や建築などに貢献され
ました。 

多年、教科書供給業に
携わり、旧水口、信楽など
の小中学校へ教科書を
供給されるなど、学校教
育に貢献されました。 

木村清衣衛さん 
多年、県体育指導委員
協議会長として、県内の
スポーツ振興に貢献され
ました。 

黄綬褒章 藍綬褒章 

春の褒章 

情報コーナーにある5台のパソコン 
物産品販売コーナーでは「よもぎもち」などが 
展示販売されています。 

甲
賀
町
エ
リ
ア
の 

　
　
情
報
発
信
の
拠
点  

に 
　
鹿
深
夢
の
森
に
あ
る
甲
賀
創
健
館
内
に

甲
賀
町
エ
リ
ア
の
情
報
発
信
の
拠
点
施
設
で

あ
る「
甲
賀
観
光
セ
ン
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
内
に
は
情
報
コ
ー
ナ
ー
、展

示
コ
ー
ナ
ー
、物
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
常
時
５
台
の
パ
ソ

コ
ン
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
お
り
、

甲
賀
町
や
市
内
の
観
光
案
内
な
ど
を
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
里
の
歴
史
や
自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
パ
ネ
ル
展
示
、物
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
鹿

深
み
そ
・
鹿
深
鉄
砲
漬
・
長
寿
も
ち
・
鹿
深
ゆ
め

ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
展
示
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。　
 

　
甲
賀
市
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
や
文
化
に
囲
ま

れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、訪

れ
る
方
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
施
設
と
し

て
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

〜
甲
賀
観
光
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
〜 

【
問
い
合
わ
せ
】  

　
甲
賀
観
光
セ
ン
タ
ー
 

　
　
1
　
8
8
＿
7
3
8
8
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再生紙を使用しています。 

シリーズ 

甲賀市ホームページ http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報こうか」がホームページでもご覧いただけます！ 

甲賀市の人口の推移

総　数 

男 

女 

95,406

47,097

48,309

世帯数 30,308

人 

人 

人 

世帯 

油日神社 
（甲賀町油日） 

　
昔
、油
日
岳
の
山
頂
に
油
日
大
明
神
が
降
臨
し
、

そ
の
と
き
大
光
明
を
発
し
た
こ
と
か
ら
、「
油
日
」の

名
が
起
こ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
に
は
「
岳

大
明
神
」の
奥
宮
が
祀
ら
れ
、奥
宮
に
対
す
る
里
宮

が
こ
の
油
日
神
社
で
す
。 

　
甲
賀
の
総
社
と
し
て
庶
民
の
信
仰
や
、油
の
火
の

神
と
し
て
も
全
国
の
油
業
界
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま

す
。
こ
の
神
社
で
は
毎
年
５
月
１
日
に
五
穀
豊
穣
を

祈
願
す
る
春
祭
り
「
油
日
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。 

甲賀市水口町水口6053番地 ０７４８-６２-１６２１ 水口支所 
甲賀市土山町北土山1715番地 ０７４８-６６-１１０１ 土山支所 
甲賀市甲賀町相模173番地1 ０７４８-８８-４１０１ 甲賀支所 
甲賀市甲南町野田810番地 ０７４８-８６-４１６１ 甲南支所 
甲賀市信楽町長野1203番地 ０７４８-８２-１１２１ 

０７４８-６３-４０８６ 

０７４８-６６-１５６４ 

０７４８-８８-３１０４ 

０７４８-８６-８０２９ 

０７４８-８２-３４１５ 

FAX

０７４８-６３-４５５４ FAX

FAX

FAX

FAX

FAX信楽支所 

編集・発行●甲賀市役所 
〒５２８-８５０２　甲賀市水口町水口6053番地 　　０７４８-６５-０６５０ 

広報こうか 2005.6.1発行 2005年6月号【No.9】 

H17.4.30現在 

No.9
2005

J R油日駅の東約

1.7km、油日岳の北

西麓にある神社です。 

じ ん  あぶら ひ じ ゃ  

ご  

こ 

く 

ま
つ 

ほ
う
じ
ょ
う 

　市内でも田植えが終わり、田
んぼでは蛙が待ちわびたように
楽しく鳴いています。 
　今年の梅雨は雨量が期待で
きるのでしょうか。地球温暖化
の影響で雨が少なくなって・・・。雨が少ないと私
たちにどのような影響があるのか考えてみました。
田んぼや畑の作物が実らず野菜や米が高騰する、
ダムの貯水が減り、給水制限され毎日の生活に
支障が出るなど。 
　私たちは一人あたり一日に約250リットルも
の水を使用しているそうです。水は蛇口をひね
れば出てくるものと考えず、梅雨の季節に水と
人との関わりを一人ひとりがもう一度考えたい
ものです。 


